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は
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に

　

筆
者
は
こ
れ
ま
で
南
宋
の
都
臨
安
が
建
設
・
整
備
さ
れ
た
状
況
に
つ

い
て
検
討
を
加
え
、
紹
興
十
一
年
十
一
月
に
第
二
次
宋
金
和
議
が
成
立

し
た
後
、
都
を
象
徴
す
る
宮
城
の
正
殿
や
円
丘
・
景
霊
宮
・
太
廟
等
の

祭
祀
施
設
に
対
し
、
本
格
的
な
建
設
・
整
備
が
行
わ
れ
、
正
殿
を
利
用

し
た
視
朝
・
起
居
等
の
政
務
や
大
朝
会
等
の
儀
式
、
祭
祀
施
設
を
利
用

し
た
南
郊
大
礼
を
は
じ
め
と
す
る
皇
帝
祭
祀
が
本
格
的
に
実
施
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た（
１
）。

で
は
正
殿
や
皇
帝
祭
祀
以
外

の
臨
安
は
、
何
時
頃
か
ら
ど
の
よ
う
に
建
設
・
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
の

で
あ
ろ
う
か
。

　

正
殿
や
皇
帝
祭
祀
以
外
の
建
設
・
整
備
に
関
し
て
も
論
ず
べ
き
点
は

多
々
あ
る
が
、
本
稿
で
は
さ
し
あ
た
り
南
宋
の
政
府
機
関
が
臨
安
に
建

設
・
整
備
さ
れ
た
状
況
に
対
し
、
検
討
を
行
っ
て
み
た
い
。
言
う
ま
で

も
な
く
政
府
機
関
は
都
に
不
可
欠
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
建
設
・
整
備

の
状
況
を
検
討
す
る
こ
と
は
重
要
と
考
え
ら
れ
る
。
次
い
で
都
市
行
政

の
中
心
と
な
る
治
安
維
持
制
度
、
防
火
・
消
火
制
度
の
整
備
に
つ
い
て

検
討
を
加
え
る
。
さ
ら
に
水
利
関
係
と
し
て
臨
安
の
物
流
の
根
幹
を
な

す
城
内
外
の
運
河
、
住
民
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
飲
料
水
の
調
達
が

ど
の
よ
う
に
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
、
と
い
う
点
に
つ
い
て
も
検
討

す
る
。
な
お
検
討
の
期
間
は
、
紹
興
二
年
（
一
一
三
二
）
正
月
に
高

宗
が
紹
興
府
か
ら
臨
安
へ
移
動
し
た
後
、
紹
興
年
間
（
一
一
三
一
～

六
二
）
末
ま
で
を
中
心
と
す
る
。
紹
興
年
間
に
は
臨
安
の
建
設
・
整
備

に
関
す
る
重
要
な
措
置
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
且
つ
建
設
・
整
備
が
基

本
的
に
終
了
し
た
と
見
ら
れ
る
部
分
も
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。

　

先
行
研
究
を
通
観
す
る
と
、
政
府
機
関
の
建
設
や
配
置
は
、
臨
安
の

都
市
空
間
を
扱
っ
た
研
究
等
の
中
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る（
２
）。

治
安
制

度
は
臨
安
の
都
市
管
理
制
度
に
関
す
る
研
究
や
、
警
備
に
当
た
っ
た
の

が
主
と
し
て
禁
軍
の
兵
士
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
禁
軍
、
特
に
三
衙
を
対

象
と
し
た
研
究
に
お
い
て
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る（
３
）。
防
火
・
消
火
制
度

に
つ
い
て
は
、
臨
安
に
は
火
災
が
頻
発
し
た
こ
と
か
ら
研
究
者
の
注
意

を
惹
き
、
火
災
発
生
の
原
因
や
状
況
を
含
め
、
多
く
の
研
究
が
発
表
さ

れ
て
い
る（
４
）。
臨
安
の
運
河
に
関
し
て
は
、
管
理
制
度
や
浚
渫
の
状
況
等

が
検
討
さ
れ
て
き
た（
５
）。

臨
安
の
飲
料
水
に
は
西
湖
の
湖
水
が
充
て
ら
れ
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た
が
、
西
湖
の
水
質
管
理
や
浚
渫
、
飲
料
水
を
汲
み
上
げ
る
井
戸
等
を

検
討
し
た
論
考
が
存
在
す
る（
６
）。
し
か
し
こ
れ
ら
の
研
究
の
多
く
は
南
宋

時
代
を
通
時
的
に
扱
っ
て
お
り
、
紹
興
年
間
を
中
心
と
し
て
、
臨
安
が

ど
の
よ
う
に
建
設
・
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
と
い
う
視
点
に
立
つ

と
、
さ
ら
な
る
検
討
を
行
う
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
ま

た
既
に
解
明
さ
れ
た
事
実
に
、
新
た
な
意
味
を
付
け
加
え
る
こ
と
も
可

能
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

本
稿
は
以
上
の
問
題
点
を
踏
ま
え
、
主
に
紹
興
年
間
を
対
象
と
し

て
、
政
府
機
関
の
建
設
・
整
備
、
治
安
制
度
、
防
火
・
消
火
制
度
、
運

河
・
飲
料
水
調
達
の
整
備
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
こ
れ
ら
の
検
討
を
通

じ
て
、
臨
安
が
南
宋
の
都
と
し
て
成
立
し
て
い
く
過
程
の
一
端
が
明
ら

か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
な
お
本
稿
で
は
『
建
炎
以
来
繋
年
要
録
』
を

『
要
録
』、『
宋
会
要
輯
稿
』
を
『
宋
会
要
』
と
略
記
す
る
。

一　

政
府
機
関
の
建
設
・
整
備

　

１　

高
宗
の
臨
安
移
動
～
宋
金
和
議
成
立
以
前
の
状
況

　

高
宗
は
建
炎
元
年
（
一
一
二
七
）
五
月
に
応
天
府
で
即
位
し
、
十
月

に
揚
州
へ
移
動
し
た
。
建
炎
三
年
二
月
、
高
宗
は
揚
州
に
滞
在
中
の
と

こ
ろ
を
金
軍
に
襲
撃
さ
れ
、
長
江
を
渡
っ
て
杭
州
に
至
り
、
四
月
ま
で

滞
在
し
た
。
こ
の
後
、
高
宗
は
建
炎
三
年
四
月
～
五
月
に
か
け
て
、
主

戦
派
官
僚
の
勧
め
に
よ
り
、
北
伐
の
根
拠
地
と
な
る
江
寧
府
へ
移
っ

た
。
高
宗
の
到
着
と
同
時
に
江
寧
は
建
康
と
改
称
さ
れ
、
建
炎
三
年
七

月
に
は
杭
州
が
臨
安
と
改
称
さ
れ
た
。
高
宗
は
建
炎
三
年
閏
八
月
に
建

康
府
を
離
れ
る
と
、
金
軍
の
追
撃
を
避
け
、
江
南
を
移
動
し
て
回
っ

た
。
そ
の
ル
ー
ト
は
建
康
府
→
鎮
江
府
→
平
江
府
→
臨
安
→
越
州
→
明

州
→
海
上
→
温
州
→
台
州
→
明
州
→
紹
興
府
（
越
州
が
改
称
）
で
あ

る（
７
）。
高
宗
に
は
南
宋
政
府
も
随
行
し
て
お
り
、
行
在
と
な
っ
た
都
市
に

は
宮
城
（
行
宮
）・
政
府
機
関
が
一
時
的
に
設
置
さ
れ
た
。
杭
州
・
臨

安
に
関
し
て
は
、
建
炎
三
年
（
一
一
二
九
）
二
月
～
四
月
に
高
宗
が
滞

在
し
た
際
、
杭
州
の
州
治
を
行
宮
、
顕
寧
寺
を
尚
書
省
と
し
た
と
の
記

事
が
目
睹
さ
れ
る（
８
）。

　

紹
興
府
に
滞
在
し
て
い
た
高
宗
は
紹
興
二
年
正
月
、
臨
安
へ
移
動

し
、
臨
安
の
府
治
を
行
宮
と
し
た
。
ま
た
高
宗
に
し
た
が
っ
て
政
府

機
関
も
紹
興
府
か
ら
臨
安
へ
移
転
し
た
。
も
っ
と
も
臨
安
に
い
か
な

る
政
府
機
関
が
何
時
ど
の
よ
う
に
移
転
し
、
建
設
さ
れ
て
い
っ
た
の
か

と
い
う
点
に
関
し
て
は
、
具
体
的
な
史
料
が
な
い
た
め
明
ら
か
に
な
ら

な
い
。
高
宗
が
臨
安
に
到
着
し
た
後
、「
係
官
の
修
造
す
る
去
処
甚
だ

多
」
く
、「
近
時
営
宇
の
令
一
た
び
下
り
、
百
姓
輙み
だ

り
に
弊
を
受
く
る

は
、
蓋
し
郡
県
の
便
ち
科
配
を
行
う
に
縁
る
」
と
い
っ
た
記
述
も
見
ら

れ
る（
９
）。「

係
官
の
修
造
す
る
去
処
」「
営
宇
」
の
中
に
は
政
府
機
関
も
含

ま
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
建
設
作
業
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
た
様
子

は
う
か
が
え
よ
う
。

　

因
み
に
紹
興
四
年
十
月
～
五
年
二
月
に
か
け
て
、
高
宗
は
南
下
し
て

き
た
金
・
斉
連
合
軍
を
迎
え
撃
つ
た
め
平
江
府
へ
移
動
し
、
随
行
し
て

臨
安
の
政
府
機
関
と
そ
の
官
僚
も
平
江
府
へ
移
動
し
た
。『
要
録
』
巻
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二
一

八
一
、
紹
興
四
年
十
月
丁
丑
条
に
よ
れ
ば
、
参
知
政
事
の
孟
庾
は
平
江

府
に
設
置
さ
れ
る
行
宮
の
留
守
に
任
じ
ら
れ
、
平
江
府
へ
移
動
し
た
後

の
文
書
行
政
、
軍
事
と
関
係
な
い
機
関
の
官
僚
を
ど
の
よ
う
に
臨
安
に

残
留
さ
せ
る
か
、
平
江
府
へ
移
屯
さ
せ
る
部
隊
と
臨
安
に
残
留
さ
せ
る

部
隊
等
に
つ
い
て
意
見
を
具
申
し
て
い
る
。
そ
れ
を
見
る
と
臨
安
の
政

府
機
関
と
し
て
三
省
・
六
部
・
枢
密
院
・
御
史
台
の
他
、
大
理
寺
・
官

告
院
・
糧
審
院
・
左
藏
庫
・
交
引
庫
・
度
牒
庫
・
省
倉
・
榷
貨
務
都
茶

場
・
草
料
場
・
太
常
寺
・
司
農
寺
・
太
府
寺
・
将
作
監
・
軍
器
監
・
進

奏
院
・
文
思
院
・
雑
買
務
・
南
宗
正
寺
・
太
宗
正
司
・
国
子
監
・
雑
売

場
・
勅
令
所
等
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
紹
興
四
年
十
月
に
は
、
政
府

の
主
要
な
機
関
は
臨
安
に
ほ
ぼ
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。

　

高
宗
及
び
南
宋
政
府
は
紹
興
二
年
正
月
に
臨
安
へ
移
動
し
た
当
時
、

必
ず
し
も
臨
安
を
都
と
す
る
意
思
を
持
っ
て
お
ら
ず
、
こ
の
後
一
旦
平

江
府
や
建
康
府
へ
移
動
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
他

の
都
市
へ
移
動
し
、
そ
こ
を
都
に
定
め
る
可
能
性
も
あ
っ
た
。
特
に
主

戦
派
の
人
々
か
ら
は
、
高
宗
が
建
炎
三
年
二
月
に
本
拠
地
を
江
南
へ
移

し
て
以
後
、
一
貫
し
て
建
康
府
を
都
に
す
べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
が
出

さ
れ
て
い
た
。
建
康
府
は
金
に
近
く
、
失
地
回
復
の
た
め
北
伐
を
敢
行

す
る
の
に
好
都
合
と
考
え
ら
れ
た
た
め
で
あ
る
。
高
宗
が
臨
安
へ
移
動

し
た
後
も
、
紹
興
二
年
四
月
に
中
書
舎
人
で
あ
り
、
学
者
と
し
て
も
高

名
で
あ
っ
た
胡
安
国
は
、
建
康
府
に
都
を
置
け
ば
富
国
強
兵
を
達
成

し
、
南
か
ら
北
を
制
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
主
張
し
て
い
る（
（1
（

。
こ
の
よ

う
に
臨
安
奠
都
が
決
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
紹
興
府
か
ら

臨
安
へ
移
動
し
た
政
府
機
関
は
、
抜
本
的
な
計
画
に
基
づ
い
て
建
設
さ

れ
ず
、
多
く
は
既
存
の
政
府
機
関
・
寺
院
や
そ
の
敷
地
（
基
）
等
を
利

用
す
る
形
で
、
倉
卒
の
間
に
、
便
宜
的
に
建
設
さ
れ
た
。
政
府
機
関
が

短
期
間
で
建
設
さ
れ
た
こ
と
は
、
上
述
の
如
く
、
紹
興
四
年
十
月
に
は

主
要
な
機
関
が
既
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
既

存
の
政
府
機
関
・
寺
院
や
そ
の
敷
地
（
基
）
等
を
利
用
し
て
建
設
さ
れ

た
事
例
を
紹
介
す
れ
ば
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

①
三
省
・
枢
密
院
が
宮
城
の
北
に
位
置
す
る
顕
寧
寺
に
建
設
さ
れ
た（
（1
（

。

上
述
し
た
如
く
、
顕
寧
寺
は
建
炎
三
年
二
月
～
四
月
に
か
け
て
高
宗

が
杭
州
に
滞
在
し
た
際
、
尚
書
省
と
さ
れ
て
い
る
。

②
紹
興
二
年
八
月
以
降
、
上
供
米
を
収
納
す
る
倉
庫
が
、
余
杭
門
内
外

に
設
置
さ
れ
て
い
る
臨
安
府
（
杭
州
）
の
省
倉
を
利
用
し
て
整
備
さ

れ
た
。
具
体
的
に
は
戸
部
の
監
督
官
が
派
遣
さ
れ
、
倉
庫
か
ら
米
を

支
給
す
る
手
続
き
等
が
定
め
ら
れ
た
他
、
名
称
に
「
行
在
」
が
付
さ

れ
、
行
在
省
倉
東
倉
・
南
倉
・
北
倉
等
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ

た（
（1
（

。

③
紹
興
三
年
三
月
、
行
宮
の
北
に
あ
っ
た
両
浙
転
運
司
の
庁
舎
を
執
政

の
府
第
（
官
邸
）
に
充
て
た（
（1
（

。

④
紹
興
四
年
、
雑
買
務
雑
売
場
が
祗
候
庫
を
改
造
す
る
形
で
、
通
行
橋

の
東
に
建
設
さ
れ
た（
（1
（

。
通
行
橋
は
宮
城
の
北
に
位
置
し
、
塩
橋
運
河

に
架
け
ら
れ
た
橋
で
あ
る
。

⑤
正
確
な
時
期
は
明
ら
か
に
な
ら
な
い
が
、
秘
書
省
が
法
慧
寺
に
仮
寓
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し
た（
（1
（

。
法
慧
寺
の
場
所
は
城
内
西
部
、
豊
豫
門
（
湧
金
門
）
付
近
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

⑥
同
じ
く
正
確
な
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、
瑞
石
山
に
あ
る
観
音
院
の

敷
地
を
糧
料
院
の
官
舎
に
充
て
た
と
の
記
述
も
見
ら
れ
る（
（1
（

。
瑞
石
山

と
は
城
内
南
部
の
保
民
坊
西
に
あ
り
、
呉
山
に
連
な
る
山
で
あ
る
。

　

ま
た
『
咸
淳
臨
安
志
』
巻
七
六
「
寺
観
二
」
は
、
臨
安
城
内
の
寺
院

に
つ
い
て
紹
介
す
る
が
、
そ
れ
を
見
る
と
具
体
的
な
時
期
は
不
明
で
あ

る
も
の
の
、
多
く
の
寺
院
や
そ
の
敷
地
が
政
府
機
関
に
充
当
さ
れ
た
こ

と
が
、
以
下
の
如
く
記
さ
れ
て
い
る
。

①
浄
住
院
の
敷
地
を
礼
部
貢
院
に
充
て
た
。
浄
住
院
は
観
橋
の
北
に
位

置
し
た
と
い
う
。
観
橋
と
は
城
内
北
部
の
、
御
街
に
架
け
ら
れ
た
橋

で
あ
る
。

②
大
中
祥
符
寺
を
取
り
壊
し
て
軍
器
所
と
し
、
残
さ
れ
た
寺
の
建
物
は

敷
地
の
西
南
隅
に
移
転
し
た
。
大
中
祥
符
寺
の
敷
地
は
南
北
九
里

あ
っ
た
と
い
う
か
ら
、
か
な
り
大
き
な
寺
院
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か

が
え
る
。
な
お
大
中
祥
符
寺
は
礼
部
貢
院
の
西
に
位
置
し
た
と
あ

り
、
浄
住
院
と
同
じ
く
観
橋
の
北
に
設
け
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
。

③
吉
祥
院
を
取
り
壊
し
て
文
思
院
・
軍
頭
司
と
し
た
た
め
、
敷
地
に
は

小
規
模
な
寺
院
が
残
存
す
る
の
み
と
な
っ
た
。
文
思
院
・
軍
頭
司

（
吉
祥
院
）
は
城
内
北
部
（
観
橋
の
南
）
の
安
国
橋
東
に
位
置
し
た（
（1
（

。

④
広
厳
院
の
敷
地
を
分
か
ち
て
御
厨
南
営
と
し
た
。
な
お
広
厳
院
は
城

内
南
部
の
七
宝
山
に
あ
っ
た
。

　　

政
府
機
関
の
配
置
を
見
る
と
、
行
宮
の
北
に
、
御
街
に
沿
っ
て
三

省
・
六
部
・
枢
密
院
を
は
じ
め
と
す
る
枢
要
機
関
が
集
中
し
、
官
庁
街

が
形
成
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
政
府
機
関
の
中
に
は
、
既
存
の
機
関
・

寺
院
や
そ
の
敷
地
を
利
用
し
、
便
宜
的
に
建
設
さ
れ
た
た
め
、
上
述
し

た
秘
書
省
・
礼
部
貢
院
・
軍
器
所
・
文
思
院
・
軍
頭
司
等
の
如
く
、
官

庁
街
に
お
さ
ま
ら
な
い
も
の
も
存
在
し
た
の
で
あ
る
。

　

さ
て
既
述
の
如
く
、
紹
興
四
年
十
月
か
ら
五
年
二
月
に
か
け
て
高
宗

が
平
江
府
へ
移
動
し
た
際
、
政
府
機
関
と
そ
の
官
僚
が
同
行
し
た
。
ま

た
高
宗
は
対
金
強
硬
派
の
宰
相
張
浚
に
説
得
さ
れ
、
金
に
対
す
る
北
伐

軍
の
総
司
令
官
と
な
る
た
め
、
紹
興
六
年
九
月
に
臨
安
を
出
発
し
て
平

江
府
へ
、
紹
興
七
年
二
月
に
は
平
江
府
か
ら
建
康
府
へ
移
動
し
た（
（1
（

。
こ

の
時
も
政
府
機
関
と
そ
の
官
僚
が
、
高
宗
と
と
も
に
臨
安
か
ら
建
康
府

へ
移
動
し
て
い
る
。
な
お
移
動
に
際
し
諸
機
関
は
「
行
宮
」
の
名
称
を

付
帯
し
て
お
り
、
建
康
府
に
は
行
宮
戸
部
・
行
宮
枢
密
院
・
行
宮
御

史
・
行
宮
吏
部
等
の
設
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る（
（1
（

。

　

と
こ
ろ
が
金
に
対
す
る
北
伐
の
計
画
は
、
紹
興
七
年
八
月
に
起
こ
っ

た
淮
西
の
兵
変
に
よ
っ
て
破
綻
し
て
し
ま
っ
た
。
張
浚
は
宰
相
を
引
責

辞
任
し
、
高
宗
は
宰
相
趙
鼎
・
枢
密
使
秦
檜
の
勧
め
に
よ
り
、
臨
安
へ

も
ど
る
こ
と
と
な
っ
た
。
紹
興
七
年
十
月
、
政
府
機
関
と
そ
の
官
僚

は
、
高
宗
に
先
立
っ
て
建
康
府
を
出
発
し
、
臨
安
へ
も
ど
っ
た（
（2
（

。
高
宗

自
身
は
紹
興
八
年
二
月
、
臨
安
へ
帰
還
し
た（
（2
（

。
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２　

宋
金
和
議
成
立
以
後
の
状
況

　

高
宗
が
臨
安
へ
も
ど
っ
た
後
、
紹
興
八
年
三
月
に
宰
相
と
な
っ
た
秦

檜
は
、
和
平
論
に
傾
い
た
高
宗
と
と
も
に
、
十
月
以
降
主
戦
派
の
官
僚

及
び
和
戦
に
対
し
意
見
を
明
確
に
し
な
い
官
僚
を
政
権
の
中
枢
か
ら
排

除
し
た
。
そ
し
て
十
二
月
、
金
と
の
間
に
第
一
次
和
議
を
成
立
さ
せ

た
。
し
か
し
こ
の
和
議
は
、
南
宋
で
は
政
権
の
中
央
で
支
持
さ
れ
た
だ

け
で
あ
り
、
反
対
意
見
が
強
か
っ
た
。
一
方
金
に
お
い
て
も
、
旧
斉
領

土
（
河
南
・
陝
西
）
を
宋
に
返
還
し
た
こ
と
か
ら
、
主
戦
派
が
和
議
に

強
く
反
発
し
た
。
主
戦
派
は
紹
興
十
年
五
月
、
領
土
の
奪
還
を
目
指

し
、
和
議
を
破
棄
し
て
軍
を
南
下
さ
せ
た
。
こ
の
時
宋
軍
は
奮
戦
し
て

金
軍
を
食
い
止
め
、
紹
興
十
一
年
二
月
の
柘
皋
の
会
戦
で
金
軍
を
撃
破

し
た
。
劣
勢
と
な
っ
た
金
軍
は
、
翌
三
月
に
北
帰
し
た
。
秦
檜
は
九
月

以
降
和
議
の
た
め
の
動
き
を
活
発
化
さ
せ
、
両
国
の
間
で
使
者
が
行
き

来
す
る
よ
う
に
な
り
、
十
一
月
に
第
二
次
宋
金
和
議
が
成
立
し
た（
（2
（

。

　
『
宋
会
要
』
方
域
四
─
一
八
「
官
廨
」
紹
興
十
一
年
三
月
九
日
条
に

は
、
臣
僚
の
言
と
し
て

　
　

近
ご
ろ
聞
く
、
臨
安
府
の
〔
造
〕
営
一
な
ら
ず
、
創
置
す
る
職
事

官
の
廨
宇
既
に
十
余
所
、
而
し
て
仁
和
等
の
県
の
応
ず
る
者
各
お

の
十
数
処
、
其
の
間
、
補
弊
増
新
す
る
者
、
又
其
の
幾
ば
く
な
る

を
知
ら
ざ
る
な
り
。

と
あ
り
、
具
体
的
な
政
府
機
関
名
は
明
ら
か
に
な
ら
な
い
が
、
こ
の
時

新
築
さ
れ
る
庁
舎
が
十
数
カ
所
あ
り
、
改
修
さ
れ
る
庁
舎
に
至
っ
て
は

数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
新
築
や
改
修
が
盛

ん
に
行
わ
れ
た
理
由
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
当
時
は
高
宗
が
紹
興
府

か
ら
臨
安
へ
移
動
し
、
政
府
機
関
が
建
設
さ
れ
て
既
に
十
年
が
経
過
し

て
い
た
。
北
宋
時
代
か
ら
の
建
物
を
利
用
す
る
機
関
の
中
に
は
老
朽
化

が
目
立
つ
も
の
も
出
て
き
た
で
あ
ろ
う
し
、
狭
く
な
っ
た
も
の
、
立
地

の
不
便
・
不
都
合
が
明
ら
か
に
な
っ
た
も
の
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
ま

た
紹
興
八
年
に
主
戦
派
の
官
僚
が
排
除
さ
れ
、
第
一
次
和
議
が
成
立
す

る
の
に
伴
い
、
主
戦
派
が
主
張
し
て
い
た
建
康
府
奠
都
の
可
能
性
は
消

滅
し
、
臨
安
が
南
宋
の
事
実
上
の
都
と
な
る
こ
と
が
決
定
し
た
と
言
っ

て
良
い
。
そ
の
結
果
、
臨
安
に
政
府
機
関
が
恒
久
的
に
設
置
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
、
整
備
が
必
要
と
考
え
ら
れ
た
こ
と
も
、
改
修
や
新
築
の
理

由
と
し
て
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
第
一
次
和
議
が
成
立
す
る
紹
興
八
年
の
末

に
は
、
政
府
機
関
の
整
備
は
始
ま
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

第
二
次
和
議
が
成
立
し
て
か
ら
も
、
臨
安
で
は
政
府
機
関
の
改
修
や

移
築
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
。
ま
た
数
は
少
な
い
が
、
そ
れ
ま
で
存
在
し

な
か
っ
た
政
府
機
関
が
新
た
に
建
設
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
こ
で

そ
れ
ら
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
検
討
を
行
い
た
い
。

　

第
二
次
和
議
成
立
直
後
に
新
設
さ
れ
た
機
関
と
し
て
、
太
学
が
挙
げ

ら
れ
る
。
太
学
の
新
設
に
つ
い
て
は
紹
興
十
二
年
四
月
、
起
居
舎
人
楊

愿
の
奏
請
に
よ
り
、
臨
安
の
府
学
を
増
築
し
て
太
学
に
す
る
こ
と
が
一

旦
は
決
定
さ
れ
た
。
し
か
し
紹
興
十
三
年
正
月
、
知
臨
安
府
王
㬇
の
上

言
に
基
づ
き
、
岳
飛
の
邸
宅
を
太
学
に
改
築
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で

あ
る
。
岳
飛
の
邸
宅
は
城
内
西
部
、
清
湖
河
の
北
に
位
置
す
る
前
洋
街

に
存
在
し
た（
（2
（

。
因
み
に
王
㬇
と
は
秦
檜
の
妻
王
氏
の
兄
で
あ
り
、
秦
檜



二
四

の
腹
心
で
あ
っ
た
。
岳
飛
の
邸
宅
を
接
収
し
て
太
学
に
改
築
し
た
の

は
、
兵
権
の
回
収
を
は
じ
め
と
す
る
武
将
抑
圧
策
の
一
環
と
も
見
な
さ

れ
る
。
岳
飛
は
紹
興
十
一
年
十
二
月
に
刑
死
し
て
い
る
が
、
な
お
も
こ

の
よ
う
な
こ
と
が
行
わ
れ
た
の
は
、
秦
檜
一
派
の
執
念
深
さ
を
あ
ら
わ

す
よ
う
で
興
味
深
い
。
ま
た
紹
興
十
二
年
三
月
、
外
国
使
節
の
接
待
所

で
あ
る
都
亭
駅
が
宮
城
北
の
六
部
橋
か
ら
候
潮
門
に
至
る
道
路
の
北
側

に
新
設
さ
れ（
（2
（

、
紹
興
十
二
年
五
月
に
は
、
皇
帝
の
族
譜
や
系
図
を
作
成

す
る
玉
牒
所
が
呉
山
東
の
御
街
沿
道
に
新
設
さ
れ
た（
（2
（

。

　

改
修
さ
れ
た
政
府
機
関
と
し
て
は
、
三
省
枢
密
院
の
文
書
庫
た
る
架

閣
庫
が
指
摘
さ
れ
る
。『
咸
淳
臨
安
志
』
巻
四
「
行
在
所
録
・
朝
省
・

三
省
枢
密
院
架
閣
」
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
ま
で
使
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

た
め
で
あ
ろ
う
、
架
閣
庫
は
「
屋
室
頽
漏
、
上
雨
旁
風
…
…
鼠
噬
蛛

絲
、
蒸
鬱
と
し
て
糜
潰
し
、
收
拾
す
べ
か
ら
」
ざ
る
状
態
に
な
っ
て
い

た
。
そ
こ
で
紹
興
十
五
年
、
朝
廷
か
ら
支
給
さ
れ
た
経
費
を
用
い
て
改

修
が
行
わ
れ
、「
其
の
閣
十
三
を
増
し
、
共
に
十
有
六
間
と
為
し
、
三

省
・〔
枢
〕
密
院
に
列
し
て
四
庫
と
為
」
っ
た
と
い
う
。

　

政
府
機
関
に
は
移
築
さ
れ
る
も
の
も
あ
っ
た
。
例
え
ば
紹
興
十
三
年

十
二
月
、
秘
書
省
が
移
築
さ
れ
て
い
る
。
上
述
し
た
通
り
、
秘
書
省
は

当
初
法
慧
寺
に
仮
寓
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
人
口
の
増
大
と
と
も
に
周

囲
の
民
戸
も
増
加
し
、
秘
書
省
の
建
物
と
軒
を
重
ね
る
如
く
隣
接
し
て

建
ち
並
ぶ
よ
う
に
な
り
、
火
災
が
起
こ
っ
た
際
に
延
焼
を
被
る
恐
れ
が

生
じ
た
。
官
庁
街
か
ら
は
み
出
し
、
民
戸
と
雑
居
す
る
政
府
機
関
に

は
、
こ
の
よ
う
な
問
題
が
生
じ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
秘
書
省
は

呉
山
北
の
天
井
巷
に
あ
る
殿
前
司
の
軍
営
跡
地
へ
移
築
さ
れ
た
。
こ
の

こ
と
に
つ
い
て
『
要
録
』
巻
一
五
〇
、
紹
興
十
三
年
十
二
月
癸
巳
条
に

は
、
秘
書
丞
厳
抑
の
上
言
と
し
て
「
渡
江
よ
り
後
、
権
に
法
慧
寺
に
寓

す
る
も
、
居
民
と
相
接
し
、
深
く
風
火
の
不
虞
を
慮
る
。
欲
し
て
望
む

ら
く
は
重
建
し
、
仰
ぎ
て
右
文
の
意
に
副
わ
ん
こ
と
を
」
と
あ
り
、
そ

の
後
文
に
「
是
に
お
い
て
省
を
天
井
巷
の
東
に
建
つ
、
故
の
殿
前
司
寨

を
以
て
之
を
為
る
」
と
見
え
て
い
る（
（2
（

。

　

延
焼
を
避
け
る
た
め
で
は
な
い
が
、
移
築
さ
れ
た
政
府
機
関
と
し
て

大
理
寺
も
挙
げ
ら
れ
る
。『
咸
淳
臨
安
志
』
巻
六
「
行
在
所
録
・
諸
寺
・

大
理
寺
」
に

　
　

中
興
の
初
め
、
銭
塘
門
内
に
在
り
。
紹
興
二
十
年
、
詔
し
、
景
霊

宮
・
太
乙
宮
の
比
近
な
る
を
以
て
、
臨
安
府
を
し
て
別
に
地
を
択

ば
し
め
、
乃
ち
今
の
処
に
徙
る
。

　
　

南
渡
の
初
め
、〔
大
理
〕
寺
は
今
の
銭
塘
門
内
に
在
り
。
城
の
一

隅
に
枕の
ぞ

み
、
褊
陿
な
る
こ
と
殊
に
甚
し
。
特
だ
卿
・
少
及
び
治
獄

の
二
丞
之
に
居
る
の
み
。
台
臣
其
の
湫
隘
に
し
て
、
又
列
聖
衣
冠

月
遊
の
墬
に
密
邇
す
る
を
議
す
。
紹
興
庚
午
（
二
十
年
）、
詔
し

て
仁
和
県
の
西
に
徙
る
。
其
の
基
旧
に
視
べ
三
倍
、
而
し
て
屋
を

広
く
す
る
こ
と
亦
之
に
倍
す
。

と
あ
り
、
大
理
寺
は
当
初
城
内
西
北
の
銭
塘
門
内
に
建
設
さ
れ
た
。
し

か
し
庁
舎
が
狭
く
な
っ
て
き
た
の
と
、
第
二
次
宋
金
和
議
成
立
後
、
付

近
に
景
霊
宮
・
太
乙
宮
等
の
、
皇
室
と
強
い
結
び
付
き
を
持
つ
道
宮
が

建
設
さ
れ
た
た
め
、
そ
の
よ
う
な
神
聖
な
場
所
に
刑
獄
を
つ
か
さ
ど
る
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機
関
が
あ
る
の
は
よ
ろ
し
く
な
い
と
し
て
、
紹
興
二
十
年
に
仁
和
県
治

の
西
へ
移
築
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
仁
和
県
治
は
こ
の
時
城
内
北
部
、
余

杭
門
か
ら
御
街
に
沿
っ
て
城
内
へ
入
っ
た
招
賢
坊
に
あ
っ
た
。
景
霊
宮

は
紹
興
十
三
年
七
月
、
太
乙
宮
は
紹
興
十
八
年
二
月
に
完
成
し
て
い

る（
（2
（

。
上
引
史
料
に
よ
れ
ば
、
移
築
後
の
大
理
寺
は
敷
地
が
も
と
の
三

倍
、
屋
舎
は
二
倍
の
広
さ
に
な
っ
た
と
い
う
。

　

ま
た
財
政
機
関
に
は
、
臨
安
の
人
口
が
増
加
し
、
米
・
財
貨
等
の
需

要
が
増
大
し
た
こ
と
、
収
納
・
支
出
さ
れ
る
米
・
財
貨
等
の
量
が
増
大

し
た
こ
と
等
に
よ
り
、
新
設
さ
れ
た
り
、
改
修
・
移
築
さ
れ
た
り
し
た

も
の
が
多
く
見
ら
れ
る
。
具
体
的
に
紹
介
し
て
い
く
と
、
高
宗
が
建
康

府
か
ら
臨
安
へ
も
ど
っ
た
後
の
紹
興
八
年
四
月
、
余
杭
門
外
の
運
河
沿

い
に
戸
部
和
糴
場
が
新
設
さ
れ
、
こ
の
後
設
置
さ
れ
る
平
江
府
の
和
糴

場
と
と
も
に
、
年
間
六
十
万
石
の
米
を
和
糴
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ

た（
（2
（

。

　

次
い
で
紹
興
十
八
年
九
月
に
は
、
上
供
米
を
収
納
す
る
省
倉
が
拡
張

さ
れ
た
。
こ
の
時
司
農
寺
丞
の
周
荘
仲
は
「
臨
安
で
年
間
に
支
出
さ
れ

る
軍
糧
は
百
五
十
万
石
で
あ
る
が
、
省
倉
の
廒
房
が
少
な
く
、
冬
に
運

河
が
凍
結
し
て
上
供
米
の
漕
運
が
行
わ
れ
な
く
な
れ
ば
、
収
納
さ
れ
る

米
が
減
り
、
需
要
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
」
と
し
て
、
十
廒

を
増
設
し
、
合
計
で
米
三
百
万
石
を
貯
蔵
す
る
こ
と
を
要
請
し
た
。
そ

こ
で
戸
部
に
拡
張
工
事
を
措
置
さ
せ
る
よ
う
、
詔
が
下
さ
れ
て
い
る（
（2
（

。

　

紹
興
二
十
三
年
に
は
左
藏
庫
が
移
築
さ
れ
た
。『
咸
淳
臨
安
志
』
巻

八
「
行
在
所
録
・
院
轄
・
左
蔵
庫
」
に

　
　
〔
左
藏
庫
は
〕
和
寜
門
の
東
北
隅
に
草
剏
す
。
迫
隘
に
し
て
以
て

天
下
の
灌
輸
を
受
く
る
に
足
ら
ず
、
紹
興
癸
酉
（
二
十
三
年
）、

実
に
今
の
地
（
韓
世
忠
邸
宅
）
に
徙
る
。

と
あ
る
如
く
、
左
藏
庫
は
当
初
宮
城
の
北
門
た
る
和
寧
門
の
東
北
に
建

設
さ
れ
た
。
し
か
し
臨
安
へ
上
供
さ
れ
る
財
貨
の
量
が
増
大
し
、
そ
れ

ら
を
収
納
し
き
れ
な
く
な
っ
た
。
そ
こ
で
庫
を
拡
張
す
る
た
め
紹
興

二
十
三
年
、
城
内
西
部
の
清
湖
橋
西
に
あ
る
、
韓
世
忠
の
邸
宅
へ
移
動

し
た
の
で
あ
る
。

　

人
口
の
増
大
に
関
連
す
る
財
政
機
関
の
新
設
に
つ
い
て
付
言
す
れ

ば
、
臨
安
で
は
住
民
の
中
で
も
下
層
民
・
貧
民
の
増
大
が
甚
だ
し
く
、

彼
ら
に
対
す
る
救
済
措
置
が
必
要
と
な
り
、
紹
興
二
十
六
年
四
月
、
東

青
門
外
に
豊
儲
倉
と
い
う
倉
庫
が
新
設
さ
れ
た
。
豊
儲
倉
は
臨
安
に
住

む
下
層
民
・
貧
民
の
他
、
外
部
か
ら
流
入
し
て
く
る
流
民
や
、
火
災
の

被
災
者
等
に
対
し
、
賑
済
・
賑
糶
等
を
行
う
た
め
の
倉
庫
で
あ
り
、
こ

の
後
重
要
な
役
割
を
果
た
す
よ
う
に
な
る（
（3
（

。

　

紹
興
二
十
六
～
二
十
七
年
に
か
け
て
は
、
紹
興
年
間
に
お
け
る
政
府

機
関
の
整
備
事
業
の
最
後
と
し
て
、
丞
相
府
（
宰
相
の
官
邸
）
の
新

設
、
執
政
府
の
移
築
、
六
部
の
拡
張
が
行
わ
れ
た
。
執
政
府
は
前
述
し

た
通
り
紹
興
三
年
、
行
宮
北
の
両
浙
転
運
司
の
庁
舎
を
利
用
し
て
建
設

さ
れ
た
。
し
か
し
紹
興
年
間
後
半
に
な
る
と
『
要
録
』
巻
一
七
一
、
紹

興
二
十
六
年
正
月
癸
丑
条
に
高
宗
の
言
と
し
て
「
比
年
執
政
府
上
よ
り

漏
れ
、
下
は
湿
り
、
蓋
し
居
る
に
堪
え
ず
」
と
あ
る
如
く
、
建
物
の
老

朽
化
が
進
み
、
居
住
に
耐
え
な
く
な
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
で
あ
ろ



二
六

う
、
執
政
が
執
政
府
に
入
ら
ず
、
散
居
す
る
と
い
う
事
態
が
生
じ
て
い

た
。
そ
こ
で
高
宗
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
は
執
政
に
対
す
る
待
遇
の
体

を
な
し
て
い
な
い
と
し
て
、
左
藏
庫
の
跡
地
に
執
政
府
を
移
築
し
た
い

と
希
望
し
、
転
運
使
に
そ
の
旨
を
下
命
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い

て
『
要
録
』
巻
一
六
九
、
紹
興
二
十
五
年
八
月
壬
辰
条
に
高
宗
の
言
と

し
て

　
　

頃
こ
の
ご
ろ

韓
世
忠
宅
子
を
納
め
、
当
に
左
藏
庫
及
び
倉
を
移
さ
し
む
べ

し
、
倉
基
を
以
て
二
府
を
造
り
て
以
て
執
政
を
処
ら
し
め
ん
と
欲

す
、
此
れ
祖
宗
の
故
事
な
り
。
今
、
各
お
の
散
居
す
る
は
、
待
遇

の
体
に
あ
ら
ず
、
指
揮
を
降
し
て
已
に
三
年
、
転
運
未
だ
施
行
す

る
を
見
ず
、
呼
び
て
都
堂
に
至
り
旨
を
伝
え
て
催
促
し
、
並
び
に

日
近
に
了
畢
す
る
を
要
む
べ
し
。
合
に
用
う
べ
き
物
料
工
銭
は
御

前
よ
り
請
降
し
、
科
敷
を
得
ず
。

と
あ
る
。
な
お
史
料
に
よ
れ
ば
、
三
年
が
経
過
し
て
も
執
政
府
の
移
築

工
事
が
終
了
し
な
か
っ
た
た
め
、
高
宗
は
転
運
使
を
都
堂
に
呼
び
寄
せ

て
催
促
し
、
さ
ら
に
工
事
に
要
す
る
資
材
・
費
用
は
、
御
前
よ
り
支
給

す
る
旨
を
申
し
渡
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

か
く
て
『
宋
会
要
』
方
域
二
─
一
九
「
行
在
所
」、
紹
興
二
十
六
年

正
月
九
日
条
に

　
　

両
浙
転
運
司
の
修
蓋
し
到
る
執
政
府
三
位
は
、
詔
し
て
東
位
は
魏

良
臣
、
中
位
は
沈
該
、
西
位
は
湯
思
退
を
し
て
並
び
に
遷
入
せ
し

む
。

と
あ
る
が
如
く
、
紹
興
二
十
六
年
正
月
に
執
政
府
が
完
成
し
、
魏
良

臣
・
沈
該
・
湯
思
退
が
入
居
し
た
。
次
い
で
上
引
史
料
の
紹
興
二
十
六

年
正
月
二
十
八
日
条
に
は

　
　

詔
し
て
両
浙
転
運
司
・
修
内
司
を
し
て
、
都
省
の
北
の
旧
府
第
を

将
て
左
右
相
の
府
第
両
位
を
修
蓋
せ
し
む
。

と
あ
り
、
両
浙
転
運
司
・
修
内
司
に
詔
が
下
さ
れ
、
も
と
の
執
政
府
を

丞
相
府
に
改
修
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

　

紹
興
二
十
七
年
の
九
～
十
月
に
は
、
丞
相
府
・
執
政
府
の
南
に
位
置

す
る
六
部
が
、
隣
接
す
る
官
告
院
の
敷
地
に
ま
で
拡
張
さ
れ
た（
（3
（

。『
建

炎
以
来
朝
野
雑
記
』
甲
集
巻
二
「
渡
江
後
郊
廟
官
省
」
は
、
臨
安
の
祭

祀
施
設
や
政
府
機
関
の
建
設
・
整
備
状
況
を
通
観
す
る
が
、
注
目
さ
れ

る
の
は
そ
の
末
尾
に
お
い
て
、
執
政
府
・
丞
相
府
・
六
部
の
整
備
に
言

及
し
た
後
、「
大
凡
定
都
二
十
年
に
し
て
、
郊
廟
・
宮
省
始
め
て
備
わ

る
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
三
機
関
の
整
備
を
以
て
、
臨

安
の
祭
祀
施
設
・
政
府
機
関
の
建
設
・
整
備
は
一
応
終
了
し
た
と
見
な

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

二　

治
安
制
度
の
整
備

　

１　

軍
巡
鋪
の
設
置
と
金
吾
街
杖
司
の
再
建

　

南
宋
の
臨
安
に
お
い
て
、
治
安
維
持
を
担
当
し
た
の
は
、
主
に
禁
軍

及
び
警
察
に
相
当
す
る
金
吾
街
杖
司
の
兵
士
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
本
項

で
は
、
禁
軍
の
兵
士
に
よ
る
治
安
維
持
か
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。
高

宗
が
臨
安
へ
移
動
し
た
当
時
、『
宋
会
要
』
兵
三
─
七
～
八
「
廂
巡
」、



南
宋
臨
安
の
建
設
・
整
備

二
七

紹
興
二
年
正
月
二
十
一
日
条
に
臣
僚
の
上
言
と
し
て

　
　

銭
塘
の
州
城
内
相
去
る
こ
と
稍
遠
く
、
数
し
ば
盗
賊
有
り
。
又
兵

火
の
後
に
縁
り
、
流
寓
の
士
民
、
往
往
に
し
て
屋
を
茅
ぶ
き
て
以

て
居
り
、
則
ち
火
政
尤
も
当
に
厳
し
き
を
加
う
べ
し
。

と
あ
る
如
く
、
臨
安
城
内
は
盗
賊
が
横
行
す
る
等
治
安
が
悪
く
、
ま
た

流
入
者
が
文
字
通
り
の
茅
屋
を
建
て
て
住
み
つ
い
て
お
り
、
火
災
発
生

時
に
は
延
焼
し
て
大
規
模
化
す
る
危
険
も
高
か
っ
た
。
皇
帝
の
居
住
地

と
な
っ
た
臨
安
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
状
態
を
放
置
す
る
わ
け
に
は

ゆ
か
ず
、
治
安
維
持
や
防
火
・
消
火
制
度
の
整
備
は
南
宋
政
府
・
臨
安

府
に
と
っ
て
急
務
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
右
の
史
料
の
続
き
に

　
　

廂
毎
に
地
歩
の
遠
近
を
量
り
て
鋪
若
干
を
置
き
、
鋪
毎
に
禁
軍
の

長
行
六
名
を
差
し
、
夜
に
鼓
を
撃
ち
て
以
て
更
漏
に
応
じ
、
声
を

し
て
相
聞
こ
え
し
め
、
仍
お
略
ぼ
防
火
の
器
物
を
備
う
。
両
鋪
毎

に
節
級
一
名
を
差
し
、
十
名
毎
に
軍
員
一
名
を
差
し
、
皆
之
を
巡

検
に
総
ぶ
。

と
あ
る
よ
う
に
、
廂
内
に
軍
巡
鋪
を
設
置
し
、
禁
軍
の
兵
士
を
配
置
し

て
警
備
に
当
た
ら
せ
る
こ
と
と
し
た
。
こ
の
上
言
を
見
る
と
、
鋪
に
は

防
火
器
具
を
備
え
る
こ
と
も
提
案
さ
れ
て
い
る
。
な
お
廂
と
は
城
内
に

設
け
ら
れ
た
警
察
・
防
火
管
区
で
あ
り
、
当
時
左
右
二
つ
の
廂
が
存
在

し
た
。

　

軍
巡
鋪
の
設
置
は
実
行
に
移
さ
れ
た
。『
宋
会
要
』
兵
三
─
八
「
廂

巡
」、
紹
興
二
年
正
月
二
十
六
日
条
に
三
衙
の
奏
請
と
し
て

　
　

左
右
の
廂
巡
は
、
乞
う
ら
く
は
臨
安
府
都
監
司
と
同
に
量
度
攤
撥

し
、
定
め
て
一
百
二
（
百
十
五
の
誤
り
）
鋪
と
作
し
、
計
え
て

禁
軍
六
百
七
十
三
人
を
差
す
。
内
軍
員
一
十
人
、
丁
（
十
の
誤

り
？
）
将
・
節
級
五
十
一
人
、
長
行
六
百
一
十
二
人
を
巡
防
に
充

て
ん
こ
と
を
。
契
勘
す
る
に
、
将
に
係
り
京
に
在
り
て
営
に
住
む

軍
兵
、
三
司
分
定
し
て
差
撥
す
。
今
来
三
司
の
見
管
の
軍
兵
、
共

に
畸
零
に
係
り
、
逐
司
も
亦
当
に
緩
急
の
使
喚
に
准
備
す
べ
し
。

切
に
見
る
に
、
臨
安
府
即い

今ま

見
に
将
有
る
兵
約
二
千
人
、
将
に
隷

せ
ざ
る
兵
一
千
人
あ
り
、
欲
す
ら
く
は
今
来
合
に
差
す
べ
き
軍
兵

を
将
て
、
十
分
を
以
て
率
と
為
し
、
五
分
は
三
司
を
し
て
分
差
せ

し
め
、
毎
月
一
替
し
、
余
の
五
分
は
臨
安
府
を
し
て
管
認
し
、
応

副
差
撥
せ
し
め
ん
こ
と
を
。

と
あ
る
如
く
、
百
十
五
の
鋪
を
設
置
し
、
禁
軍
兵
士
計
六
百
七
十
三
人

を
配
置
す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
、
裁
可
さ
れ
た
。
な
お
こ
の
史
料
を
見

る
と
、
鋪
に
配
さ
れ
る
兵
士
に
つ
い
て
、
三
衙
は
現
在
兵
士
の
数
が

少
な
い
上
に
、
緩
急
に
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
半
数
を
徴
発

し
、
残
り
半
数
は
就
糧
禁
軍
の
中
か
ら
徴
発
す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
て

い
る
。
臨
安
に
駐
屯
し
た
就
糧
禁
軍
は
東
南
第
三
将
に
属
す
る
八
指
揮

（
指
揮
＝
部
隊
）、
兵
馬
鈐
轄
司
に
属
す
る
五
指
揮
、
京
畿
第
二
将
に
属

す
る
十
六
指
揮
の
計
二
十
九
指
揮
で
あ
る（
（3
（

。
こ
こ
で
い
う
「
将
有
る

兵
」
と
は
東
南
第
三
将
・
京
畿
第
二
将
に
属
す
る
兵
士
、「
将
に
隷
せ

ざ
る
兵
」
と
は
兵
馬
鈐
轄
司
に
属
す
る
兵
士
と
考
え
ら
れ
る
。

　

紹
興
二
十
二
年
十
月
に
は
、
臨
安
は
地
分
が
広
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
今
ま
で
設
置
さ
れ
た
軍
巡
鋪
の
数
は
少
な
く
、
警
備
の
人
員
が
足



二
八

り
な
い
と
の
理
由
か
ら
、
軍
巡
鋪
は
三
十
五
増
設
さ
れ
、
百
五
十
と

な
っ
た
。
こ
の
時
も
軍
巡
鋪
に
配
置
さ
れ
る
兵
士
は
、
三
衙
と
就
糧
禁

軍
双
方
か
ら
徴
発
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る（
（3
（

。
な
お
軍
巡
鋪
の
増
設
に

伴
い
、
配
置
さ
れ
る
兵
士
の
数
も
増
え
た
筈
で
あ
る
。
史
料
に
兵
士
の

数
は
書
か
れ
て
い
な
い
が
、
仮
に
一
軍
巡
鋪
あ
た
り
五
人
の
兵
士
が
配

置
さ
れ
て
い
た
と
す
る
と
、
百
六
十
人
程
度
が
増
員
さ
れ
た
こ
と
に

な
る
。
ま
た
具
体
的
な
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
の
後
乾
道
年
間

（
一
一
六
五
～
七
三
）
に
か
け
て
軍
巡
鋪
は
城
外
に
も
設
置
さ
れ
、
乾

道
七
年
正
月
に
は
城
内
外
併
せ
て
二
百
三
十
二
ヶ
所
あ
り
、
兵
士
計

千
百
五
十
五
人
が
配
置
さ
れ
て
い
た（
（3
（

。

　

禁
軍
に
続
い
て
金
吾
街
杖
司
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
。
金
吾
街
杖
司

は
城
内
の
警
備
を
担
当
す
る
警
察
で
あ
り
、
左
右
の
街
司
・
杖
司
か

ら
構
成
さ
れ
た
。『
宋
会
要
』
職
官
二
二
─
一
四
～
一
五
「
金
吾
街
杖

司
」、
紹
興
二
年
三
月
二
十
八
日
条
及
び
紹
興
三
年
八
月
十
八
日
条
に

よ
る
と
、
所
属
す
る
兵
士
の
定
員
は
左
右
街
司
各
五
百
五
十
名
、
左
右

杖
司
各
二
百
五
十
名
、
計
八
百
名
と
定
め
ら
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
北

宋
末
か
ら
南
宋
初
め
の
動
乱
に
よ
っ
て
兵
士
が
減
少
し
、
残
存
す
る
者

は
左
右
の
街
司
・
杖
司
併
せ
て
僅
か
百
八
十
人
に
過
ぎ
な
く
な
っ
て
い

た
。
そ
こ
で
紹
興
二
年
三
月
、
金
吾
街
杖
司
の
兵
額
が
新
た
に
定
め
ら

れ
、
大
幅
に
削
減
さ
れ
て
左
右
街
司
・
杖
司
各
二
百
名
、
併
せ
て
四
百

名
と
な
っ
た
。
し
か
し
こ
れ
で
も
多
過
ぎ
た
よ
う
で
、
翌
三
年
八
月
に

は
左
右
街
司
・
杖
司
各
百
五
十
名
、
計
三
百
名
に
減
額
さ
れ
て
い
る
。

か
く
て
兵
士
の
数
は
減
っ
た
も
の
の
金
吾
街
杖
司
は
一
応
再
建
さ
れ
、

三
衙
の
兵
士
と
と
も
に
臨
安
城
内
の
警
備
に
当
た
る
こ
と
と
な
っ
た
の

で
あ
る
。

　

因
み
に
金
吾
街
杖
司
の
兵
額
の
推
移
に
つ
い
て
見
る
と
、
紹
興

二
十
八
年
十
月
に
は
左
右
街
杖
司
各
百
七
十
五
名
、
計
三
百
五
十
名
と

一
旦
増
額
さ
れ
た
も
の
の
、
淳
煕
十
四
年
（
一
一
八
七
）
十
月
に
は

右
街
司
・
右
杖
司
百
二
十
一
人
、
左
街
司
・
杖
司
百
三
十
一
人
、
計

二
百
五
十
二
人
に
減
じ
ら
れ
て
い
る（
（3
（

。
臨
安
の
、
特
に
城
内
の
警
備

は
、
主
と
し
て
軍
巡
鋪
に
配
置
さ
れ
た
禁
軍
の
兵
士
が
担
当
す
る
よ
う

に
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
よ
う
。

　

２　

夜
間
外
出
・
通
行
禁
止
令
の
施
行

　

高
宗
が
移
動
し
た
直
後
、
臨
安
で
は
治
安
維
持
の
た
め
、
軍
巡
鋪
の

設
置
と
と
も
に
、
夜
間
の
外
出
・
通
行
禁
止
令
も
発
布
さ
れ
た
。『
宋

会
要
』
刑
法
二
─
一
四
七
「
禁
約
」、
紹
興
三
年
三
月
十
八
日
条
に

　
　

知
臨
安
府
盧
知
原
言
わ
く
「
車
駕
臨
安
府
に
駐
蹕
し
、
屯
兵
既
に

衆
く
、
居
民
浩
穣
た
り
。
今
欲
す
ら
く
は
相
度
り
て
毎
夜
三
更
に

断
夜
し
、
五
更
な
れ
ば
旧
に
依
り
て
人
の
行
往
を
許
さ
ん
」
と
。

之
に
従
う
。

と
あ
り
、
知
臨
安
府
盧
知
原
の
上
言
に
従
い
、
毎
夜
三
更
～
五
更
の

間
、
断
夜
と
称
し
、
夜
間
の
外
出
・
通
行
を
禁
止
す
る
こ
と
が
定
め
ら

れ
た
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
こ
の
時
発
布
さ
れ
た
夜
間
の
外
出
・
通
行

禁
止
令
に
関
す
る
史
料
は
こ
れ
の
み
で
あ
り
、
例
え
ば
臨
安
の
ど
の
地

域
を
対
象
と
し
て
発
令
さ
れ
た
の
か
等
、
詳
細
は
一
切
不
明
で
あ
る
。
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夜
間
の
外
出
・
通
行
禁
止
令
の
発
布
に
関
し
て
は
、
も
う
一
例
史
料

が
検
索
さ
れ
る
。
紹
興
三
年
十
二
月
、
金
の
使
者
が
臨
安
を
訪
問
す
る

こ
と
に
な
っ
た
際
、
知
臨
安
府
候
梁
汝
嘉
の
上
言
に
よ
り
、
候
潮
門
内

及
び
朝
天
門
内
（
以
南
）
の
一
帯
、
即
ち
官
庁
街
及
び
行
宮
の
周
辺
に

お
い
て
、
夜
間
の
外
出
・
通
行
が
禁
止
さ
れ
た
の
で
あ
る
。『
宋
会
要
』

職
官
三
六
─
四
二
「
主
管
国
信
往
来
所
」、
紹
興
三
年
十
二
月
十
七
日

条
に
は
「〔
梁
汝
嘉
言
わ
く
〕
一
、
候
潮
門
裏
并
び
に
朝
天
門
裏
よ
り
、

人
使
の
到
る
を
候
ち
、
並
び
に
一
更
三
点
よ
り
断
夜
す
」
と
あ
る
。
こ

の
記
事
を
見
る
と
一
更
三
点
に
断
夜
即
ち
外
出
・
通
行
を
禁
止
す
る
と

あ
り
、
禁
止
の
時
刻
が
盧
知
原
の
上
言
に
比
べ
て
早
ま
り
、
規
則
が
厳

し
く
な
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
れ
は
金
の
使
節
を
迎
え
る
に

際
し
、
警
備
を
厳
重
に
す
る
必
要
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
夜
間
の

外
出
・
通
行
禁
止
令
の
発
布
を
直
接
伝
え
る
史
料
は
、
管
見
の
限
り
以

上
の
二
例
の
み
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
高
宗
が
臨
安
へ
移
動
し
た
当

初
、
断
夜
と
称
さ
れ
る
夜
間
外
出
・
通
行
禁
止
令
が
発
布
さ
れ
、
場
合

に
よ
っ
て
は
か
な
り
厳
し
く
行
わ
れ
た
こ
と
は
知
ら
れ
よ
う
。

　

な
お
北
宋
の
開
封
で
は
禁
軍
・
金
吾
街
杖
司
の
兵
士
が
、
夜
間
外

出
・
通
行
禁
止
令
（
夜
禁
）
の
違
反
者
を
取
り
締
ま
っ
て
い
た（
（3
（

。
南
宋

の
臨
安
に
お
い
て
も
、
金
吾
街
杖
司
の
兵
士
が
夜
間
外
出
・
通
行
禁
止

令
の
違
反
者
を
取
り
締
ま
っ
て
い
た
形
跡
が
認
め
ら
れ
る（
（3
（

。
恐
ら
く
軍

巡
鋪
に
配
属
さ
れ
た
禁
軍
の
兵
士
も
、
禁
止
令
が
施
行
さ
れ
た
後
は
、

違
反
者
の
取
り
締
ま
り
に
従
事
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う（
（3
（

。

　

３　

廂
制
の
整
備

　

治
安
維
持
に
関
し
て
、
警
察
・
防
火
管
区
に
相
当
す
る
廂
の
整
備
に

つ
い
て
も
検
討
し
た
い
。
高
宗
が
臨
安
へ
移
動
し
た
当
時
、
既
に
引
用

し
た
『
宋
会
要
』
兵
三
─
七
～
八
「
廂
巡
」、
紹
興
二
年
正
月
二
十
一

日
条
が
載
せ
る
臣
僚
の
上
言
に
よ
れ
ば
、
城
内
に
は
左
右
二
つ
の
廂
が

あ
り
、
治
安
維
持
や
防
火
の
業
務
を
統
轄
す
る
た
め
巡
検
二
名
が
置
か

れ
て
い
た
。
し
か
し

　
　

左
右
廂
に
巡
検
二
人
有
り
と
雖
も
、
法
制
闊
略
に
し
て
名
の
存
す

る
の
み
。
乞
う
ら
く
は
枢
密
院
に
下
し
、
馬
歩
軍
司
に
委
ね
て
措

置
せ
し
め
、
略
ぼ
京
城
内
外
の
徼
巡
の
法
に
倣
い
、
銭
塘
の
城
内

に
就
き
て
分
ち
て
四
廂
と
為
し
、
廂
毎
に
各
お
の
巡
検
一
人
を
置

き
、
権
に
次
を
以
て
軍
都
指
揮
使
の
材
能
有
る
者
を
差
し
て
充
て

ん
こ
と
を
。

と
あ
る
如
く
、
廂
の
範
囲
が
広
す
ぎ
、
巡
検
の
目
が
行
き
届
か
な
い
と

い
う
問
題
が
生
じ
て
い
た
。
そ
こ
で
廂
を
四
つ
に
増
設
し
て
各
々
に
巡

検
を
置
き
、
三
衙
の
都
指
揮
使
で
有
能
な
者
を
充
て
、
治
安
維
持
・
防

火
活
動
を
よ
り
強
力
に
統
轄
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

も
っ
と
も
廂
の
増
設
は
、
こ
の
時
実
現
し
な
か
っ
た
。『
宋
会
要
』

兵
三
─
八
～
九
「
廂
巡
」、
紹
興
二
年
四
月
二
十
二
日
条
所
載
の
、
主

管
侍
衛
歩
軍
司
公
事
辺
順
の
上
言
に
「
開
封
で
は
馬
軍
司
〔
主
管
公

事
〕
が
旧
城
内
、
歩
軍
司
〔
主
管
公
事
〕
が
新
城
内
の
都
巡
検
を
兼
ね

て
い
た
。
近
ご
ろ
臨
安
で
は
開
封
に
倣
っ
て
軍
巡
鋪
を
設
置
し
、
六
人

の
巡
検
を
差
置
し
た
。〔
臨
安
で
は
馬
軍
司
主
管
公
事
が
欠
員
で
あ
っ
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た
た
め
、
歩
軍
司
主
管
公
事
の
〕
辺
順
が
馬
軍
司
〔
主
管
公
事
〕
を
兼

任
し
、
且
つ
都
巡
検
を
も
兼
任
し
、〔
左
右
両
廂
の
〕
警
備
を
統
轄
し

て
い
た
。
今
、
蘭
整
が
歩
軍
司
主
管
公
事
と
な
り
、
都
巡
検
を
兼
任
す

る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、〔
開
封
の
〕
旧
例
に
従
い
〔
歩
軍
司
〕
と
馬

軍
司
が
〔
左
右
廂
を
〕
分
担
し
て
〔
治
安
維
持
・
防
火
を
〕
統
轄
す
る

よ
う
に
し
た
い
」
と
あ
り
、
廂
は
左
右
二
つ
の
ま
ま
で
あ
っ
た
こ
と
が

知
ら
れ
る
。
し
か
し
こ
の
史
料
か
ら
、
臨
安
に
も
都
巡
検
が
置
か
れ
、

巡
検
も
六
名
に
増
え
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
廂
の
数
は
増
え

な
か
っ
た
も
の
の
、
治
安
維
持
・
防
火
の
業
務
自
体
は
強
化
さ
れ
て
い

た
の
で
あ
る
。
左
右
両
廂
は
都
巡
検
に
よ
っ
て
統
轄
さ
れ
、
そ
の
下
に

巡
検
が
置
か
れ
、
軍
巡
鋪
の
兵
士
を
率
い
た
と
見
ら
れ
る
。
都
巡
検
・

巡
検
に
は
上
引
史
料
の
如
く
、
主
管
公
事
・
都
指
揮
使
等
の
三
衙
の
指

揮
官
が
任
命
さ
れ
た
。

　

上
述
の
如
く
、
高
宗
が
臨
安
へ
移
動
し
た
当
時
、
城
内
に
は
左
右
両

廂
が
置
か
れ
て
い
た
が
、
紹
興
十
一
年
五
月
に
な
る
と
、
城
外
に
も
廂

が
設
置
さ
れ
た
。『
咸
淳
臨
安
志
』
巻
一
九
「
疆
域
四
・
廂
界
・
城
南

北
左
右
廂
」
に

　
　

紹
興
十
一
年
五
月
十
日
、
守
臣
俞
俟
奏
請
す
「
府
城
の
外
、
南
北

相
距
た
る
こ
と
三
十
里
、
人
煙
繁
盛
に
し
て
、
各
お
の
一
邑
に

比な
ぞ
ら

う
。
乞
う
ら
く
は
江
漲
橋
・
浙
江
に
城
南
北
左
右
廂
を
置
き
、

親
民
資
序
の
京
朝
官
を
差
し
、
本
廂
の
公
事
を
主
管
し
、
杖
六
十

以
下
の
罪
は
聴
决
せ
ん
こ
と
を
」
と
。
旨
あ
り
て
「
依
れ
」
と
。

此
れ
建
置
の
始
め
な
り
。

と
見
え
、
城
外
の
人
口
も
増
え
た
た
め
、
知
臨
安
府
俞
俟
の
奏
請
に
よ

り
、
城
南
左
廂
・
城
北
右
廂
と
い
う
二
つ
の
廂
が
設
置
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
ま
た
城
内
の
廂
を
統
轄
し
て
い
た
の
は
三
衙
の
指
揮
官
で
あ
る

が
、
城
外
の
廂
で
は
廂
官
と
し
て
親
民
資
序
の
京
朝
官
、
即
ち
文
官
が

任
命
さ
れ
、
杖
六
十
以
下
の
軽
犯
罪
に
つ
い
て
は
裁
判
を
行
っ
て
判
決

を
下
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

こ
の
後
紹
興
二
十
六
年
閏
十
月
、
城
内
の
廂
に
関
す
る
改
革
が
実
施

さ
れ
た
。『
咸
淳
臨
安
志
』
巻
一
九
「
疆
域
四
・
廂
界
・
在
城
九
廂
」

に
は
知
臨
安
府
栄
薿
の
上
言
と
し
て

　
　

本
府
の
城
内
、
兵
官
七
員
有
り
、
廂
を
分
ち
事
を
領
す
る
と
雖

も
、
而
る
に
兵
官
多
く
文
法
に
昧
く
、
私
に
徇
い
情
を
容
る
。
乞

う
ら
く
は
城
外
に
照
ら
し
て
亦
左
右
廂
官
両
員
を
置
き
、
京
朝
官

の
親
民
資
序
の
人
を
以
て
充
て
ん
こ
と
を
。
所あ
ら

有ゆ
る

兵
官
は
、
乞
う

ら
く
は
三
員
を
減
罷
し
、
四
員
を
存
留
し
、
止
だ
地
を
分
ち
て
巡

警
せ
し
め
ん
こ
と
を
。

と
あ
る
。
こ
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
城
内
で
は
兵
官
七
名（
（3
（

が
左
右
両
廂
を

統
轄
し
て
い
た
と
い
う
。
兵
官
と
は
、
上
述
の
如
く
三
衙
の
指
揮
官
が

任
命
さ
れ
る
都
巡
検
・
巡
検
を
指
す
と
理
解
さ
れ
る
。
し
か
る
に
こ
の

連
中
は
無
知
蒙
昧
で
私
情
に
流
さ
れ
る
と
し
て
、
都
巡
検
に
代
わ
り
、

城
外
の
廂
に
な
ら
っ
て
廂
官
二
名
を
置
き
、
そ
れ
に
は
親
民
資
序
の
京

朝
官
を
任
命
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
一
方
、
兵
官
（
巡
検
）
は
四
名
に

削
減
さ
れ
、
廂
官
の
も
と
で
廂
の
治
安
・
防
火
の
み
を
統
轄
す
る
と
さ

れ
た
の
で
あ
る
。
な
お
城
内
の
廂
官
も
、
城
外
の
廂
官
と
同
様
に
司
法
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の
職
務
を
担
当
し
て
い
た
こ
と
は
『
要
録
』
巻
一
七
五
、
紹
興
二
十
六

年
閏
十
月
乙
卯
条
に

　
　

初
め
て
臨
安
府
に
左
右
廂
官
二
員
を
置
く
。
時
に
城
外
已
に
南
北

廂
官
を
置
き
、
守
臣
栄
薿
乃
ち
城
内
に
二
員
を
増
員
し
、
訟
牒
を

分
掌
し
、
京
朝
官
を
以
て
之
と
為
さ
ん
こ
と
を
請
う
。

と
あ
る
こ
と
か
ら
知
ら
れ
る
。

　

と
こ
ろ
が
紹
興
二
十
七
年
六
月
、
事
態
は
ま
た
変
化
す
る
。
右
に
引

用
し
た
『
咸
淳
臨
安
志
』「
在
城
九
廂
」
の
記
事
の
後
文
に

　
　

明
年
（
紹
興
二
十
七
年
）
六
月
、
侍
御
史
周
方
崇
其
の
便
な
ら
ざ

る
を
言
い
、
廃
罷
を
行
い
、
其
れ
城
内
の
詞
訟
は
、
本
府
を
し
て

自
ら
理
断
を
行
わ
し
め
ん
こ
と
を
請
う
。
是
よ
り
廂
を
分
ち
、
兵

官
を
置
く
こ
と
故
の
如
し
、
吏
部
従
り
大
小
使
臣
を
注
す
。

と
記
さ
れ
る
如
く
、
新
設
さ
れ
た
廂
官
は
情
に
し
た
が
い
法
を
曲
げ
、

人
々
が
怨
嗟
の
声
を
あ
げ
て
い
る
と
の
非
難
を
受
け
た
た
め
、
罷
免
さ

れ
、
代
わ
り
に
使
臣
（
武
臣
）
が
任
命
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ

る
。
ま
た
廂
官
が
担
当
し
て
い
た
司
法
の
職
務
は
、
臨
安
府
が
担
当
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。
兵
官
（
巡
検
）
の
数
は
も
と
ど
お
り
で
あ
っ
た
と

い
う
か
ら
、
四
名
が
設
置
さ
れ
続
け
た
と
見
ら
れ
る
。
こ
の
後
南
宋

末
に
至
る
ま
で
、
廂
官
に
は
使
臣
が
任
命
さ
れ
た
。『
夢
粱
録
』
巻
七

「
禁
城
九
廂
坊
巷
」
に
は
使
臣
の
廂
官
に
つ
い
て
「
統
ぶ
る
所
の
者
は

軍
巡
・
火
下
・
地
分
、
以
て
其
の
夜
分
の
不
測
を
警い
ま
し

む
る
の
み
」
と

あ
り
、
軍
巡
鋪
の
兵
士
の
他
に
、
火
下
・
地
分
と
称
さ
れ
る
捕
吏
も
統

率
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

因
み
に
城
内
の
廂
の
数
は
、
上
述
し
た
通
り
紹
興
二
十
七
年
ま
で
は

左
右
二
つ
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
が
、
そ
の
後
増
加
し
、
乾
道

年
間
ま
で
に
八
つ
（
宮
城
廂
・
左
一
廂
・
左
二
廂
・
左
三
廂
・
右
一

廂
・
右
二
廂
・
右
三
廂
・
右
四
廂
）、
淳
祐
年
間
（
一
二
四
一
～
五
二
）

ま
で
に
は
左
一
廂
が
さ
ら
に
南
北
に
二
分
さ
れ
、
計
九
つ
に
な
っ
て
い

る（
（4
（

。
人
口
の
増
大
に
し
た
が
い
、
治
安
維
持
・
防
火
を
よ
り
一
層
強

化
・
緊
密
化
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
城
外
の
廂

も
人
口
の
増
大
に
伴
っ
て
増
加
し
、
城
南
左
廂
・
城
北
右
廂
に
加
え

て
、
乾
道
三
年
四
月
に
は
城
東
廂
・
城
西
廂
が
新
設
さ
れ
た（
（4
（

。

三　

防
火
・
消
火
制
度
の
整
備　

　

紹
興
二
年
正
月
に
高
宗
が
臨
安
へ
移
動
し
た
当
時
、
臨
安
で
は
火
災

が
頻
発
し
、
し
ば
し
ば
延
焼
し
て
大
規
模
化
し
た
。
紹
興
年
間
に
お
け

る
火
災
の
発
生
状
況
に
つ
い
て
見
る
と
、
紹
興
元
年
～
六
年
ま
で
の
間

が
多
く
、
諸
史
料
に
「
大
火
」
と
記
さ
れ
る
大
規
模
火
災
が
六
年
間
に

八
回
も
発
生
し
て
い
る
。
特
に
紹
興
二
年
五
月
と
六
年
十
二
月
の
大

火
は
民
家
万
余
を
焼
き
尽
く
し
、
ま
た
四
年
十
二
月
の
大
火
で
は
吏
・

刑
・
工
部
、
御
史
台
等
が
焼
失
し
た
と
い
わ
れ
る（
（4
（

。
南
宋
政
府
・
臨
安

府
に
と
っ
て
、
防
火
・
消
火
制
度
の
整
備
は
急
務
で
あ
り
、
紹
興
二
年

以
降
、
様
々
な
対
策
が
講
じ
ら
れ
た
。
こ
こ
で
は
防
火
制
度
の
整
備
か

ら
取
り
上
げ
て
い
き
た
い
。

　

防
火
制
度
整
備
の
第
一
と
し
て
、
軍
巡
鋪
の
設
置
が
挙
げ
ら
れ
る
。



三
二

前
述
し
た
如
く
、
紹
興
二
年
正
月
以
降
、
城
内
に
軍
巡
鋪
が
百
ヶ
所
以

上
設
置
さ
れ
、
鋪
に
属
す
る
兵
士
が
夜
間
警
備
に
当
た
る
と
と
も
に
、

火
災
の
発
生
を
監
視
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
鋪
に
は
消
火
器
具
が
準
備

さ
れ
て
お
り
、
兵
士
は
ぼ
や
程
度
な
ら
そ
れ
を
用
い
て
消
し
止
め
た
と

考
え
ら
れ
る
。

　

防
火
制
度
整
備
の
第
二
は
、
建
物
の
屋
根
を
瓦
葺
き
に
改
装
す
る
こ

と
で
あ
る
。
南
宋
初
期
、
臨
安
の
建
物
の
屋
根
は
多
く
が
茅
（
草
）
葺

き
で
あ
り
、
燃
え
や
す
か
っ
た
。
そ
こ
で
燃
え
に
く
い
瓦
葺
き
に
改
造

さ
せ
た
の
で
あ
る
。『
宋
会
要
』
刑
法
二
─
一
一
〇
「
禁
約
」、
紹
興
二

年
十
二
月
十
二
日
条
所
載
の
尚
書
省
の
上
言
に

　
　

臨
安
府
近
来
累
ね
て
遺
火
を
経
、
官
司
の
舎
屋
を
焚
焼
す
る
に
至

り
、
間
ま
存
在
す
る
有
れ
ば
、
皆
是
れ
瓦
屋
な
り
。
今
措
置
す
ら

く
、
朝
天
門
以
南
は
諸
軍
の
営
寨
を
除
く
の
外
、
応
ゆ
る
官
司
の

舎
屋
の
旧
と
茅
草
を
用
い
て
搭
蓋
す
る
者
は
、
十
日
を
限
り
て
瓦

屋
に
改
造
し
、
限
満
つ
れ
ば
官
を
差
し
て
点
検
せ
し
む
。

と
あ
る
如
く
、
こ
の
時
朝
天
門
以
南
の
、
軍
営
を
除
く
政
府
機
関
の
庁

舎
で
屋
根
が
茅
葺
き
の
も
の
は
、
十
日
を
限
っ
て
瓦
葺
き
に
改
造
さ
せ

た
。
朝
天
門
の
南
は
官
庁
街
で
あ
り
、
火
災
の
延
焼
は
何
と
し
て
も
避

け
た
い
場
所
で
あ
っ
た
。
次
い
で
紹
興
三
年
十
一
月
に
朝
天
門
内
（
以

南
）
の
、
火
災
を
出
し
た
人
戸
も
瓦
葺
き
と
す
る
よ
う
命
が
下
り
、
翌

十
二
月
に
は
違
反
し
た
官
は
一
官
を
降
し
、
民
戸
は
徒
一
年
と
す
る
こ

と
が
定
め
ら
れ
て
い
る（
（4
（

。

　

防
火
制
度
整
備
の
第
三
は
、
失
火
・
放
犯
火
に
対
す
る
罰
則
の
制
定

で
あ
る
。
具
体
的
に
は
紹
興
二
年
三
月
に
詔
が
下
さ
れ
、
放
火
し
て
人

家
を
焼
失
さ
せ
た
者
は
開
封
の
条
法
に
よ
り
断
罪
す
る
一
方
、
告
捕
し

た
者
は
推
賞
・
推
恩
の
対
象
と
さ
れ
た
。
紹
興
三
年
十
一
月
に
は
、
放

火
犯
は
焼
失
さ
せ
た
建
物
の
多
少
に
か
か
わ
ら
ず
、
軍
法
に
よ
り
〔
断

罪
し
〕、
失
火
犯
の
う
ち
正
犯
人
で
、
官
私
の
建
物
を
多
く
焼
失
さ
せ

た
者
は
、
旨
を
取
り
軍
法
に
よ
っ
て
断
遣
す
る
等
、
規
定
が
詳
細
化
さ

れ
、
罪
も
重
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
規
定
は
臨
安
府
に
掲
示
し
て
周
知

せ
し
め
、
な
お
使
臣
を
多
数
派
遣
し
て
放
火
犯
を
緝
捕
さ
せ
る
こ
と
に

な
っ
た（
（4
（

。

　

ま
た
失
火
・
放
火
犯
に
対
す
る
罰
則
だ
け
で
な
く
、
隣
保
制
度
も
設

け
ら
れ
た
。『
宋
会
要
』
刑
法
二
─
一
〇
九
～
一
一
〇
「
禁
約
」、
紹
興

二
年
三
月
二
十
八
日
条
に
知
臨
安
府
宋
輝
の
上
言
と
し
て

　
　

日ち
か
ご
ろ近
遺
火
有
る
の
去
処
、
其
れ
犯
人
は
多
く
是
れ
罪
を
避
け
て
走

閃
し
、
根
捉
せ
ん
と
す
る
も
獲
ず
。
乞
う
ら
く
は
五
家
毎
に
結
し

て
一
保
と
為
し
、
互
に
相
覚
察
せ
し
め
ん
。
…
…
仍
お
今
後
人
户

の
遺
火
有
る
の
去
処
は
、
本
保
の
人
先さ

次き

に
正
犯
人
を
收
捉
し
て

府
に
赴
き
、
如
し
正
犯
人
走
失
す
れ
ば
、
其
れ
保
人
と
同
に
並
び

に
一ひ
と

例し
く

罪
を
科
す
。

と
記
さ
れ
て
お
り
、
火
災
を
発
生
さ
せ
た
犯
人
の
逃
亡
を
防
ぐ
た
め
、

五
家
毎
に
一
保
を
結
成
し
、
互
い
に
監
視
さ
せ
、
火
災
を
起
こ
し
た
正

犯
人
が
逃
亡
し
た
場
合
は
、
同
保
人
に
一
律
に
罪
を
科
す
こ
と
が
定
め

ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

防
火
制
度
整
備
の
第
四
は
、
火
巷
・
空
閑
地
の
設
置
で
あ
る
。
火
巷



南
宋
臨
安
の
建
設
・
整
備

三
三

と
は
延
焼
を
防
ぐ
た
め
に
設
け
ら
れ
た
、
路
地
・
小
道
の
類
を
指
す
。

火
巷
の
設
置
に
つ
い
て
見
る
と
、
紹
興
三
年
十
一
月
に
詔
が
下
さ
れ
、

火
災
を
被
っ
た
場
所
は
五
十
間
、
そ
う
で
な
い
場
所
は
百
間
四
方
毎
に

幅
三
丈
の
火
巷
を
開
く
こ
と
に
な
っ
た（
（4
（

。
も
っ
と
も
こ
の
詔
に
対
し
、

知
臨
安
府
梁
汝
嘉
は
『
宋
会
要
』
方
域
一
〇
─
七
～
八
「
道
路
」、
紹

興
三
年
十
二
月
九
日
条
に
お
い
て
「
火
巷
を
開
く
際
に
は
旧
来
の
巷
を

用
い
、
も
し
巷
の
幅
が
三
丈
に
足
り
な
け
れ
ば
〔
建
物
を
〕
撤
去
し
て

幅
三
丈
を
確
保
し
、
建
物
が
密
集
し
て
〔
火
巷
の
設
置
が
難
し
い
場
合

は
〕
別
途
計
画
書
を
提
出
し
、
指
揮
を
仰
ぐ
こ
と
と
し
た
い
」
と
述
べ

て
い
る
。
し
か
し
こ
の
後

　
　

巷
の
闊
き
者
は
一
丈
に
過
ぎ
ず
、
狭
き
者
は
止
だ
五
尺
以
下
の

み
、
若
し
一
概
に
展
じ
て
三
丈
と
作
せ
ば
、
恐
ら
く
拆
去
の
数
多

し
。
已
に
燒
け
し
去
処
を
将
て
只
だ
展
じ
て
一
丈
五
尺
と
作
し
、

火
を
経
ざ
る
処
は
展
じ
て
一
丈
と
作
す
の
み
。

と
上
言
し
、
裁
可
さ
れ
た
。
汝
嘉
が
言
わ
ん
と
し
て
い
る
の
は
「〔
旧

来
の
〕
巷
の
幅
は
一
丈
を
過
ぎ
ず
、
狭
い
も
の
で
は
五
尺
以
下
な
の

で
、
も
し
一
概
に
三
丈
と
す
れ
ば
、
撤
去
す
る
〔
建
物
の
数
〕
が
増
え

て
し
ま
う
。
火
災
を
被
っ
た
場
所
は
幅
一
丈
五
尺
、
被
っ
て
い
な
い
場

所
は
幅
一
丈
と
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
火
巷

の
幅
は
、
現
状
を
踏
ま
え
て
狭
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
長
文
の
た
め
原
文
は
引
用
し
な
い
が
、
右
の
史
料
の
続
き
に
よ

れ
ば
、
こ
の
頃
有
司
が
火
巷
と
別
に
、
や
は
り
延
焼
を
防
ぐ
た
め
、
執

政
・
侍
従
の
邸
宅
や
倉
庫
の
周
囲
は
、
民
戸
を
撤
去
し
て
空
閑
地
と
す

る
よ
う
奏
請
し
、
そ
れ
に
基
づ
き
撤
去
が
実
施
さ
れ
た
。
監
察
御
史
の

常
同
は
こ
の
措
置
に
対
し
「〔
空
閑
地
を
つ
く
る
た
め
〕
撤
去
さ
れ
た

民
居
は
無
慮
数
百
千
に
及
び
、
こ
れ
で
は
延
焼
と
変
わ
り
な
い
有
様

で
、
住
民
は
み
な
嘆
き
悲
し
み
、
仁
政
を
そ
こ
な
っ
て
い
る
。
ど
う
か

倉
場
庫
務
（
倉
庫
・
財
庫
等
の
財
政
機
関
）
の
周
囲
は
〔
所
定
の
幅

の
〕
空
閑
地
を
留
め
る
が
、
執
政
・
侍
従
宅
の
近
く
の
民
居
は
〔
空
閑

地
を
設
け
る
た
め
の
〕
撤
去
を
免
除
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
上
言
し

た
。
そ
の
結
果
詔
が
下
さ
れ
、
執
政
宅
の
周
囲
は
二
丈
を
減
じ
、
幅
三

丈
を
空
閑
地
と
す
る
、
侍
従
宅
の
周
囲
で
火
災
が
起
こ
っ
て
い
な
い
場

所
は
撤
去
を
免
除
す
る
、
そ
れ
以
外
（
倉
場
庫
務
周
囲
の
空
閑
地
）
は

既
に
下
さ
れ
た
命
に
従
い
〔
民
戸
を
撤
去
〕
す
る
、
等
が
新
た
に
定
め

ら
れ
た
。
こ
の
時
も
住
民
に
対
す
る
配
慮
は
一
応
な
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
な
お
倉
場
庫
務
周
囲
の
空
閑
地
の
幅
が
当
初
ど
れ
位
の
幅
に
設
定

さ
れ
た
の
か
不
明
で
あ
る
が
、
常
同
の
上
言
か
ら
、
執
政
宅
周
囲
の
空

閑
地
は
幅
五
丈
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

次
い
で
消
火
制
度
の
整
備
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
消
火
制
度
整
備

の
第
一
と
し
て
、
防
火
司
の
設
置
が
挙
げ
ら
れ
る
。
即
ち
『
宋
会
要
』

刑
法
二
─
一
一
〇
「
禁
約
」、
紹
興
三
年
十
二
月
十
一
日
条
に
お
い
て
、

殿
中
侍
御
史
の
常
同
が

　
　

乞
う
ら
く
は
臨
安
府
の
守
臣
に
委
ね
て
多
方
措
置
せ
し
め
、
緊
切

の
地
分
に
防
火
司
を
専
置
し
、
望
火
の
梯
楼
を
立
て
、
多
く
人
兵

を
差
し
、
広
く
器
用
を
置
き
、
明
ら
か
に
賞
罰
を
立
て
ん
。

と
奏
請
し
て
お
り
、
要
地
に
防
火
司
を
設
置
し
、
望
火
楼
を
建
て
、
兵



三
四

士
を
派
遣
し
、
消
火
器
具
を
置
い
た
と
い
う
。
防
火
司
に
つ
い
て
は
他

に
関
連
す
る
史
料
が
な
く
、
詳
細
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
な
ら
な
い

が
、「
防
火
」
と
い
う
名
称
は
付
け
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
禁
軍
等
の

兵
士
か
ら
な
る
消
火
隊
が
附
属
し
、
望
楼
の
付
設
さ
れ
た
消
防
署
の
如

き
も
の
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る（
（4
（

。
臨
安
で
は
火
災
が
発
生
す
る
と
、

禁
軍
を
中
心
と
す
る
諸
軍
の
兵
士
を
、
彼
ら
の
住
む
軍
営
に
お
い
て
消

火
隊
に
編
成
し
、
現
場
へ
派
遣
し
た
。
し
か
し
そ
う
し
た
や
り
方
で
は

消
火
隊
の
現
場
到
着
が
遅
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で

官
庁
街
の
よ
う
な
重
要
区
域
や
、
建
物
が
多
く
延
焼
の
危
険
が
高
い
場

所
等
に
防
火
司
を
設
け
、
消
火
隊
を
常
置
す
る
こ
と
で
、
消
火
隊
が
火

災
現
場
へ
よ
り
迅
速
に
到
着
で
き
る
よ
う
に
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

消
火
制
度
の
整
備
と
し
て
第
二
に
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
消
火
活
動
を

行
う
兵
士
に
対
す
る
取
り
締
ま
り
の
強
化
で
あ
る
。
即
ち
兵
士
が
火
災

の
現
場
で
略
奪
を
行
う
こ
と
が
問
題
化
し
た
た
め
、
紹
興
二
年
二
月
、

臨
安
府
に
仰
せ
て
緝
捕
の
使
臣
を
派
遣
し
、
さ
ら
に
賞
金
を
懸
け
て
、

そ
う
し
た
兵
士
を
捕
縛
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
紹
興
三
年
十
二
月
に

は
詔
に
よ
り
、
兵
士
が
消
火
の
た
め
軍
営
を
離
れ
る
際
に
武
器
を
携
行

す
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
た
。
ま
た
消
火
を
目
的
に
出
動
し
た
兵
士
が
、

火
災
現
場
と
か
け
離
れ
た
場
所
で
、
裕
福
そ
う
な
家
を
探
し
出
し
て
は

銭
物
を
要
求
し
、
意
に
満
た
な
け
れ
ば
消
火
器
具
を
用
い
て
家
屋
を
破

壊
す
る
と
い
う
問
題
が
発
生
し
て
い
た
。
当
時
の
消
火
活
動
は
、
主
と

し
て
延
焼
し
そ
う
な
建
物
を
あ
ら
か
じ
め
取
り
壊
し
て
し
ま
う
こ
と
で

あ
り
、
そ
れ
が
し
ば
し
ば
破
壊
行
為
に
つ
な
が
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
臨
安
府
に
略
奪
・
破
壊
を
行
う
兵
士
を
覚
察
さ
せ
、
計
贓
断
罪

し
、
罪
状
の
重
い
者
は
旨
を
取
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た（
（4
（

。

　

如
上
の
防
火
・
消
火
制
度
、
特
に
防
火
制
度
は
そ
れ
な
り
に
機
能
し

た
と
見
ら
れ
、
紹
興
七
年
以
来
、
淳
煕
年
間
（
一
一
七
四
～
八
九
）
に

至
る
ま
で
の
間
、
火
災
自
体
は
起
こ
っ
て
い
る
も
の
の
、
一
度
に
数
万

家
を
焼
失
さ
せ
る
よ
う
な
大
火
は
発
生
し
て
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
十
三

世
紀
に
入
る
と
、
住
民
の
さ
ら
な
る
増
加
と
そ
れ
に
起
因
す
る
建
物
の

増
加
・
密
集
等
に
よ
っ
て
大
火
が
再
び
頻
発
し
、
南
宋
政
府
・
臨
安
府

は
防
火
・
消
火
制
度
の
見
直
し
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
に
な
る（
（4
（

。

四　

水
利
関
係
の
整
備

　
　

１　

城
内
外
の
運
河
の
浚
渫

　

臨
安
の
城
内
外
に
は
多
数
の
運
河
が
流
れ
て
い
た
。
長
江
デ
ル
タ
か

ら
流
れ
て
く
る
江
南
河
（
上
塘
河
）・
下
塘
河
（
奉
口
河
）
は
臨
安
の

城
外
で
合
流
し
た
後
、
城
壁
東
北
角
の
余
杭
水
門
か
ら
城
内
へ
入
り
、

天
水
院
橋
を
過
ぎ
た
と
こ
ろ
で
塩
橋
運
河
（
大
河
）・
市
河
（
小
河
）

に
別
れ
て
南
流
し
、
城
内
南
部
で
合
流
し
た
。
そ
の
後
、
通
行
橋
の
と

こ
ろ
で
、
保
安
水
門
を
抜
け
、
候
潮
門
の
前
を
通
っ
て
銭
塘
江
へ
つ
な

が
る
運
河
と
、
そ
の
ま
ま
宮
城
に
入
り
、
南
水
門
か
ら
城
外
へ
出
、
竜

山
河
に
連
な
る
運
河
と
に
分
か
れ
た
。
塩
橋
運
河
と
市
河
は
、
城
内
に

お
け
る
漕
運
の
中
心
的
な
機
能
を
果
た
し
て
い
た
。
ま
た
城
内
に
は
東

側
城
壁
に
沿
っ
て
、
茅
山
河
と
い
う
運
河
も
存
在
し
た
。
こ
れ
ら
の
他
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に
生
活
用
水
を
西
湖
か
ら
城
内
へ
引
き
込
む
、
清
湖
河
と
い
う
運
河
が

城
内
の
西
部
を
流
れ
て
い
た
。
城
外
で
は
北
側
城
壁
の
外
に
上
述
の
如

く
江
南
河
・
下
塘
河
が
流
れ
て
い
た
他
、
銭
塘
江
か
ら
保
安
水
門
を
経

由
し
、
東
側
城
壁
に
沿
っ
て
流
れ
る
菜
市
河
・
外
沙
河
が
あ
っ
た
。
竜

山
河
は
銭
塘
江
北
岸
の
竜
山
渡
東
に
あ
る
白
塔
に
つ
な
が
っ
て
い
た（
（4
（

。

本
項
で
は
運
河
に
対
す
る
整
備
の
中
心
を
な
す
浚
渫
工
事
に
つ
い
て
、

検
討
を
加
え
て
み
た
い
。

　

紹
興
年
間
の
浚
渫
工
事
は
、
高
宗
が
臨
安
へ
移
動
し
た
後
の
紹
興
四

年
か
ら
始
ま
っ
た
。
そ
の
理
由
で
あ
る
が
、
高
宗
と
と
も
に
官
僚
や
禁

軍
等
が
臨
安
へ
移
動
し
て
き
た
た
め
、
食
糧
を
は
じ
め
と
す
る
生
活
物

資
や
、
俸
給
・
軍
糧
と
し
て
支
払
わ
れ
る
米
・
財
貨
等
の
臨
安
へ
の
輸

送
量
が
急
増
し
た
。
そ
こ
で
そ
れ
ら
を
臨
安
城
内
外
に
あ
る
倉
庫
・
財

庫
や
商
店
等
へ
円
滑
に
漕
運
で
き
る
よ
う
、
運
河
の
浚
渫
が
行
わ
れ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
浚
渫
工
事
の
経
緯
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
紹
興
三
年

十
一
月
に
宰
臣
が
工
事
の
必
要
性
に
つ
い
て
奏
上
し
、
紹
興
四
年
正
月

に
は
枢
密
院
が
両
浙
の
廂
軍
の
兵
士
を
徴
発
し
、
不
足
分
は
神
武
右
軍（
（5
（

の
兵
士
に
よ
っ
て
補
填
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
時
動
員
が
予
定
さ

れ
た
兵
士
は
計
四
千
百
二
十
四
人
で
あ
り
（
現
実
に
動
員
さ
れ
た
の
は

三
千
人
余
り
）、
少
な
く
と
も
紹
興
年
間
に
お
い
て
、
こ
れ
ほ
ど
多
く

の
兵
士
を
動
員
し
た
、
大
規
模
な
工
事
が
行
わ
れ
た
形
跡
は
認
め
ら
れ

な
い（
（5
（

。

　

次
い
で
紹
興
四
年
二
月
、
両
浙
転
運
副
使
の
馬
承
家
が
工
期
と
工
事

を
行
う
運
河
に
つ
い
て
具
体
的
な
提
案
を
行
い
、
工
事
が
開
始
さ
れ

た
。『
宋
会
要
』
方
域
一
七
─
一
九
～
二
一
「
水
利
」、
紹
興
四
年
二
月

四
日
条
が
載
せ
る
馬
承
家
の
上
言
に

　
　

臨
安
府
の
運
河
を
開
撩
す
る
は
、
両
月
を
期
と
為
す
を
元
約
し
、

已
に
今
月
二
十
三
日
に
工
を
興
し
、
跨
浦
橋
及
び
飛
虹
橋
北
の
下

手
よ
り
開
掘
し
、
二
十
日
を
以
て
一
料
と
為
す
。
今
欲
す
ら
く

は
、
第
一
料
の
畢お

工わ

る
を
候
ち
、
朝
廷
従
り
先さ

次き

に
官
を
差
し
て

覆
視
し
、
応
に
元
開
の
深
闊
の
丈
尺
を
得
れ
ば
、
接つ

続づ

け
て
第
二

料
を
開
撩
す
べ
し
、
更
に
合
に
朝
廷
よ
り
指
揮
を
取
る
べ
し
。

と
あ
る
。
即
ち
工
事
は
二
ヶ
月
を
全
体
の
工
期
と
し
、
二
十
日
間
を
一

料
（
一
期
）
と
す
る
、
第
一
料
の
工
事
が
終
わ
る
の
を
待
っ
て
、
朝
廷

か
ら
官
を
派
遣
し
て
調
査
し
、
も
と
ど
お
り
の
深
さ
・
広
さ
に
な
っ
て

い
れ
ば
、
続
け
て
第
二
料
の
工
事
を
開
始
す
る
と
い
う
。
ま
た
跨
浦

橋
・
飛
虹
橋
の
下
手
よ
り
工
事
を
始
め
る
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。
跨
浦

橋
・
飛
虹
橋
と
は
城
外
の
、
銭
塘
江
か
ら
保
安
水
門
に
つ
な
が
る
運
河

に
架
け
ら
れ
た
橋
で
あ
る
。
こ
の
運
河
は
銭
塘
江
や
浙
東
運
河
、
杭
州

湾
を
輸
送
さ
れ
て
き
た
物
資
を
臨
安
城
内
へ
運
び
込
む
た
め
の
も
の
で

あ
る
。
な
お
工
事
は
第
三
料
ま
で
計
画
さ
れ
て
い
た（
（5
（

。

　

右
の
工
事
と
並
行
し
て
、
余
杭
水
門
内
外
～
塩
橋
運
河
北
部
に
対
す

る
浚
渫
工
事
も
計
画
さ
れ
た
。『
宋
会
要
』
方
域
一
七
─
二
一
「
水
利
」、

紹
興
四
年
二
月
二
十
二
日
条
に
工
部
員
外
郎
謝
伋
等
の
上
言
と
し
て

　
　

知
臨
安
府
梁
汝
嘉
、
本
府
裏
の
河
を
開
撩
す
る
を
具
し
到
り
、
深

き
処
は
更
に
須
ら
く
開
掘
す
べ
か
ら
ざ
る
を
乞
う
。
其
れ
埧
子
基

并
び
に
余
杭
門
裏
外
の
一
節
は
、
工
を
併
せ
量
り
て
挑
撩
を
行
う
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を
措
置
せ
ん
と
す
。
臣
等
躬み
ず
か
ら親
壕
寨
〔
司
の
兵
〕
を
将
帯
し
て
前

去
し
、
地
名
葛
公
橋
・
埧
子
基
よ
り
水
勢
を
探
量
し
、
余
杭
門
裏

外
の
両
処
に
至
る
に
、
各
お
の
水
四
尺
五
六
寸
有
り
、
以
て
宜
し

き
に
随
い
挑
撩
す
べ
き
の
外
、
其
の
余
の
河
は
本
よ
り
皆
四
尺

七
八
寸
に
及
び
五
尺
以
来
〔
上
の
誤
り
〕
に
至
れ
ば
、
欲
す
ら
く

は
梁
汝
嘉
等
の
乞
う
所
に
依
り
て
施
行
せ
ん
こ
と
を
。

と
あ
る
。
そ
の
大
意
は
「
知
臨
安
府
梁
汝
家
は
運
河
の
浚
泄
に
つ
い
て

具
申
し
、『〔
既
に
水
深
が
〕
深
い
場
所
は
開
掘
す
べ
き
で
は
な
い
が
、

〔
計
画
の
う
ち
〕
埧
子
基
及
び
余
杭
門
内
外
に
関
す
る
一
節
に
つ
い
て

は
浚
渫
を
実
行
す
べ
き
で
あ
る
』
と
〔
述
べ
て
い
る
〕。
私
達
が
葛
公

橋
・
埧
子
基
か
ら
余
杭
水
門
内
外
一
帯
の
運
河
の
水
深
を
調
査
し
た
と

こ
ろ
、
余
杭
水
門
の
内
外
は
四
尺
五
、六
寸
な
の
で
、
よ
ろ
し
き
に
し

た
が
い
浚
渫
す
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
の
場
所
の
運
河
は
〔
水
深

が
〕
本
よ
り
四
尺
七
、八
寸
～
五
尺
以
上
に
及
ん
で
い
る
の
で
、
梁
汝

家
の
請
う
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
（
浚
渫
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
）」

と
理
解
さ
れ
る
。
即
ち
計
画
の
う
ち
、
余
杭
水
門
内
外
一
帯
の
運
河
に

対
し
、
浚
渫
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
な
お
史
料
に
見

え
る
地
名
の
う
ち
、
埧
子
基
は
不
明
で
あ
る
が
、
葛
公
橋
は
葛
家
橋
と

も
呼
ば
れ
、
余
杭
水
門
か
ら
城
内
へ
入
っ
た
運
河
が
、
市
河
と
塩
橋
運

河
に
分
岐
し
た
後
の
、
塩
橋
運
河
に
架
け
ら
れ
た
橋
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
高
宗
が
臨
安
へ
移
動
し
て
か
ら
、
城
内

外
の
運
河
の
う
ち
、
銭
塘
江
・
浙
東
運
河
・
杭
州
湾
や
江
南
河
・
下
塘

河
を
輸
送
さ
れ
て
き
た
物
資
を
城
内
へ
運
び
込
む
、
言
わ
ば
玄
関
口
に

当
た
る
部
分
に
対
し
、
大
規
模
な
浚
渫
工
事
の
実
施
さ
れ
た
こ
と
が
知

ら
れ
る
。
な
お
工
事
と
並
行
し
て
、
住
民
で
浚
渫
し
た
運
河
に
糞
土
瓦

礫
等
を
投
棄
し
た
者
は
断
罪
し
て
杖
八
十
と
す
る
、
浚
渫
の
際
に
兵
士

が
拾
得
し
た
物
資
に
つ
い
て
は
そ
の
一
部
（
四
割
）
を
支
給
す
る
、
工

事
中
に
発
見
さ
れ
た
遺
骨
は
僧
侶
の
埋
葬
を
許
す
、
等
の
規
則
も
定
め

ら
れ
た（
（5
（

。

　

こ
れ
以
後
も
紹
興
年
間
を
通
じ
て
、
運
河
に
対
す
る
浚
渫
工
事
は
実

施
さ
れ
た
。
例
え
ば
『
要
録
』
巻
一
二
三
、
紹
興
八
年
十
一
月
癸
巳
条

所
載
の
、
知
臨
安
府
張
澄
の
上
言
に

　
　
〔
臨
安
は
〕
今
駐
蹕
の
地
な
れ
ば
、
公
私
の
載
せ
る
所
、
舟
船
に

資よ

る
者
前
日
に
百
倍
す
。
計
う
る
所
、
特
だ
最
も
利
害
に
関
わ
る

者
は
両
河
（
塩
橋
運
河
・
市
河
）
の
み
な
る
も
、
尽
く
は
城
中
の

河
を
開
く
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。
臣
再
び
講
究
を
行
い
、
更
に
夫
を

調
し
工
を
興
さ
ず
、
乞
う
ら
く
は
両
浙
諸
州
の
壮
民
及
び
廂
兵
共

に
千
人
を
刷
那
し
、
本
府
に
赴
き
緊
慢
を
量
度
し
て
開
濬
せ
ん
こ

と
を
。

と
あ
る
。
紹
興
八
年
十
一
月
と
い
え
ば
、
第
一
次
和
議
成
立
の
直
前
で

あ
り
、
臨
安
へ
の
漕
運
体
制
も
整
備
さ
れ（
（5
（

、「
前
日
に
百
倍
す
」
と
の

文
言
か
ら
う
か
が
え
る
如
く
、
臨
安
へ
輸
送
さ
れ
る
物
資
も
増
加
の
一

途
た
ど
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
張
澄
の
上
言
に
よ
り
、
具
体
的
な
実
施
場

所
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
両
浙
諸
州
の
壮
民
・
廂
軍
兵
士
を
動
員
し

て
浚
渫
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

紹
興
十
六
年
五
月
に
は
余
杭
水
門
外
の
運
河
が
閉
塞
し
、
物
資
を
運



南
宋
臨
安
の
建
設
・
整
備

三
七

河
を
用
い
て
城
内
へ
運
び
込
む
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
た
め
、
詔
に

よ
っ
て
閉
塞
し
た
部
分
の
開
浚
が
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
紹
興
二
十
一
年

八
月
に
も
、
城
内
の
運
河
に
対
す
る
工
事
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
工
事
に

つ
い
て
は
史
料
に
「
城
中
の
溝
渠
を
開
導
し
、
以
て
積
水
を
泄
す
」
と

あ
る
だ
け
で
、
具
体
的
な
内
容
や
実
施
場
所
等
は
明
ら
か
に
な
ら
な
い

が
、
や
は
り
運
河
の
水
深
が
浅
く
な
り
、
船
舶
の
航
行
に
支
障
が
生
じ

た
た
め
、
浚
渫
が
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
紹
興
三
十
二
年
二
月
に

は
、
銭
塘
江
と
保
安
水
門
を
結
ぶ
運
河
に
設
け
ら
れ
た
清
水
閘
、
及
び

竜
山
河
に
設
け
ら
れ
た
竜
山
閘
一
帯
で
浚
渫
が
行
わ
れ
た（
（5
（

。

　

２　

飲
料
水
の
調
達

　

臨
安
の
地
下
水
は
塩
分
を
多
く
含
ん
で
い
る
た
め
飲
用
で
き
ず
、
住

民
の
飲
料
水
に
は
も
っ
ぱ
ら
西
湖
の
水
が
利
用
さ
れ
た
。
高
宗
が
臨
安

に
移
住
し
た
後
、
飲
料
水
を
調
達
す
る
た
め
、
様
々
な
措
置
が
取
ら
れ

た
。
具
体
的
に
見
て
い
く
と
紹
興
二
年
四
月
、
恐
ら
く
西
湖
の
周
囲
に

駐
屯
す
る
よ
う
に
な
っ
た
三
衙
の
兵
士
と
考
え
ら
れ
る
が
、
彼
ら
が
湖

水
を
馬
に
飲
ま
せ
た
り
、
湖
水
で
軍
服
を
洗
濯
し
た
り
し
て
、
湖
水
を

汚
染
し
て
い
る
こ
と
が
問
題
化
し
た
。
そ
こ
で
統
制
官
に
詔
し
て
絶
え

ず
戒
約
さ
せ
る
と
と
も
に
、
兵
士
百
人
を
派
遣
し
、
鋪
（
派
出
所
）
を

設
置
し
て
駐
屯
さ
せ
、
巡
察
し
て
犯
人
を
逮
捕
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
と

い
う（
（5
（

。

　

飲
料
水
の
調
達
を
目
的
と
し
て
、
西
湖
の
開
浚
も
行
わ
れ
た
。
西
湖

で
は
住
民
が
湖
面
を
占
有
し
て
田
土
化
し
（
こ
の
よ
う
な
田
土
を
葑
田

と
い
う
）、
菱
（
ひ
し
）・
蓮
（
は
す
）（
史
料
に
は
荷
・
藕
等
と
も
記

さ
れ
る
）
や
真
菰
（
ま
こ
も
）（
史
料
に
は
茭
・
葑
等
と
記
さ
れ
る
）

等
を
栽
培
し
た
。
葑
田
が
増
え
れ
ば
植
物
に
よ
っ
て
湖
面
は
埋
め
尽
く

さ
れ
、
飲
料
水
の
取
水
は
困
難
に
な
り
、
肥
料
に
よ
っ
て
湖
水
が
汚
染

さ
れ
る
と
い
う
問
題
も
生
じ
る
。
そ
こ
で
葑
田
を
つ
く
っ
て
植
物
を
栽

培
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
と
と
も
に
、
植
物
を
刈
り
取
り
、
浚
渫
を
行

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
植
物
を
刈
り
取
っ
て
湖
面

を
切
り
開
き
、
浚
渫
を
行
う
こ
と
を
、
史
料
で
は
「
開
浚
」
の
他
に

「
開
撩
」「
開
濬
」
等
と
記
し
て
い
る
。

　

西
湖
の
開
浚
は
、
北
宋
の
元
祐
年
間
（
一
〇
八
六
～
九
三
）
に
知
杭

州
で
あ
っ
た
蘇
軾
が
行
っ
て
以
来
、
実
施
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か

る
に
臨
安
の
人
口
が
増
大
し
て
く
る
と
、
飲
料
水
を
確
保
す
る
必
要
性

が
高
ま
っ
た
。
そ
こ
で
紹
興
九
年
八
月
、
知
臨
安
府
張
澄
の
上
言
に
よ

り
、
開
浚
に
専
従
す
る
廂
軍
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
張
澄
は

こ
の
廂
軍
を
用
い
て
、
蘇
軾
以
来
約
半
世
紀
ぶ
り
に
本
格
的
な
開
浚
を

行
お
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
廂
軍
の
設
置
と
同
時
に
、
湖
面
を
占

有
し
て
葑
田
と
し
、
菱
藕
等
を
栽
培
す
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
た
。
張
澄

の
上
言
は
『
宋
会
要
』
方
域
一
七
─
二
二
「
水
利
」、
紹
興
九
年
八
月

十
七
日
条
に
お
よ
そ

　
　
〔
五
代
の
〕
銭
氏
（
呉
越
）
の
時
代
、
撈
湖
兵
五
千
人
が
置
か
れ

た
が
、
そ
の
後
廃
止
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
北
宋
の
元
祐
年
間
、
知

杭
州
の
蘇
軾
が
朝
廷
に
申
請
し
て
開
浚
を
行
っ
た
た
め
、
湖
水
は

深
く
な
っ
た
が
、
現
在
そ
の
時
よ
り
五
十
年
が
経
過
し
て
お
り
、



三
八

葑
田
が
見
渡
す
限
り
広
が
り
、
湖
の
大
半
を
埋
没
さ
せ
て
い
る
。

現
在
皇
帝
陛
下
が
臨
安
に
駐
蹕
し
、
六
井
に
よ
る
飲
料
水
の
供
給

に
仰
ぐ
住
民
も
増
え
て
い
る
。
ど
う
か
崇
節
指
揮
の
例
に
な
ら
っ

て
廂
軍
の
兵
士
二
百
人
を
置
き
、
衣
糧
を
支
給
し
、
銭
塘
県
尉（
（5
（

に

兼
任
さ
せ
る
形
で
開
浚
を
管
轄
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。〔
兵
士

を
〕
他
役
に
充
て
る
者
は
処
罰
す
る
。
湖
を
占
有
し
て
〔
蓮
・
菱

等
を
〕
栽
培
す
る
者
も
ま
た
重
く
処
罰
す
る
。

と
あ
る
。
崇
節
指
揮
と
は
両
浙
・
江
東
で
雑
役
に
従
事
す
る
廂
軍（
（5
（

、
六

井
と
は
西
湖
か
ら
地
下
の
水
道
管
（
陰
竇
）
を
通
っ
て
城
内
へ
引
き
込

ま
れ
た
飲
料
水
を
汲
み
上
げ
る
井
戸
で
あ
り
、
相
国
井
・
西
井
・
金
牛

井
・
方
井
・
白
亀
池
・
小
方
井
を
指
す（
（5
（

。

　

と
こ
ろ
が
こ
の
後
『
宋
会
要
』
方
域
一
七
─
二
三
「
水
利
」、
紹
興

十
七
年
六
月
一
日
条
に
お
い
て
、
高
宗
が
宰
執
に
「
臨
安
の
住
民
は
西

湖
の
水
を
飲
料
水
と
し
て
い
る
が
、
近
年
人
が
湖
を
占
有
し
、
葑
田
を

つ
く
っ
て
菱
藕
を
植
え
、
糞
穢
を
肥
料
と
す
る
の
で
湖
水
が
汚
染
さ
れ

て
い
る
。〔
汚
染
さ
れ
た
〕
湖
水
を
飲
料
水
に
充
て
る
の
は
も
と
よ
り
、

祭
祀
用
の
酒
の
製
造
に
用
い
る
の
は
も
っ
と
も
よ
ろ
し
く
な
い
。
臨
安

府
に
措
置
さ
せ
、
菱
耦
の
栽
培
を
禁
止
す
べ
き
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い

る
。
湖
面
を
占
拠
し
、
葑
田
に
し
て
菱
耦
を
栽
培
す
る
者
が
お
り
、
肥

料
の
た
め
湖
水
が
汚
染
さ
れ
て
い
る
と
し
て
、
臨
安
府
に
命
じ
て
再
度

禁
止
措
置
を
取
ら
せ
た
の
で
あ
る
。

　

紹
興
十
九
年
八
月
に
は
知
臨
安
府
湯
鵬
挙
が
西
湖
の
開
浚
・
飲
料
水

の
調
達
に
関
す
る
長
文
の
上
言
を
行
い
、
裁
可
さ
れ
て
い
る
。
上
言
は

『
宋
会
要
』
方
域
一
七
─
二
二
「
水
利
」、
紹
興
十
九
年
八
月
十
一
日
条

及
び
『
咸
淳
臨
安
志
』
巻
三
二
「
山
川
十
一
・
湖
・
西
湖
」
に
ほ
ぼ
同

文
が
見
え
て
お
り
、
そ
の
一
節
に
大
略

　
　

紹
興
九
年
八
月
十
七
日
に
指
揮
が
下
り
、
廂
軍
の
兵
士
二
百
人
を

設
置
し
、
崇
節
指
揮
の
例
に
よ
っ
て
衣
糧
を
支
給
さ
せ
る
こ
と
が

許
可
さ
れ
た
が
、
現
在
兵
士
の
数
は
四
十
人
余
り
に
な
っ
て
い

る
。
兵
士
を
補
填
し
て
元
額
に
も
ど
し
、
兵
舎
・
舟
船
を
建
造
す

る
。
兵
士
一
人
あ
た
り
毎
日
米
二
升
半
・
銭
五
十
文
を
支
給
し
、

専
ら
開
浚
に
従
事
さ
せ
、
他
役
に
充
て
る
の
を
許
さ
な
い
。

と
あ
る
。
紹
興
九
年
八
月
に
西
湖
を
開
浚
す
る
た
め
設
置
さ
れ
た
廂
軍

の
兵
士
が
定
員
割
れ
し
て
し
ま
っ
た
の
で
補
填
し
、
再
び
開
浚
に
専
念

さ
せ
る
よ
う
提
案
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
上
述
の
通
り
紹
興
九

年
八
月
、
銭
塘
県
尉
が
開
浚
を
兼
任
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
湯
鵬
挙

は
こ
の
時
銭
塘
県
尉
に
代
わ
っ
て
武
臣
一
名
を
差
し
、
開
浚
を
専
ら
主

管
さ
せ
る
よ
う
奏
請
し
て
い
る
。

　

禁
令
を
犯
し
て
菱
藕
等
を
栽
培
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
湯
鵬
挙
は
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
（
よ
り
詳
し
い
『
咸
淳
臨
安
志
』
の
原
文
を
紹

介
す
る
）。

　
　

一
、
契
勘
す
る
に
西
湖
の
種
う
る
所
の
茭
菱
、
往
往
に
し
て
湖
中

よ
り
泥
葑
を
取
り
、
糞
穢
を
夾
和
し
て
包
根
墜
種
し
、
時
な
ら

ず
し
て
澆
灌
し
穢
污
す
る
に
及
ぶ
。
紹
興
十
七
年
六
月
に
申
明

し
、
今
後
永
と
こ
し
え

に
請
佃
栽
種
す
る
を
許
さ
ざ
る
も
、
今
来
又ま

復た

重

ね
て
蓮
荷
を
置
き
、
湖
港
を
填
塞
す
。
臣
已
に
蓮
荷
租
課
官
銭
を
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将
て
、
並
び
に
已
に
除
放
し
訖
り
、
如
し
違
犯
の
人
あ
れ
ば
科
罪

追
賞
し
、
官
人
の
朝
廷
に
具
申
す
る
有
れ
ば
、
旨
を
取
り
て
施
行

す
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
紹
興
十
七
年
六
月
に
菱
藕
等
の
請
佃
栽
培
が
禁
止
さ
れ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
近
年
再
び
租
課
官
銭
を
官
に
納
め
（
つ
か
ま

せ
）、
黙
認
さ
れ
て
栽
培
す
る
者
の
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
こ
う

し
た
状
況
を
見
た
鵬
挙
は
租
課
官
銭
の
納
入
を
や
め
さ
せ
、
菱
藕
等
を

栽
培
す
る
者
を
処
罰
し
、
告
発
者
は
報
賞
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ

る（
（6
（

。
な
お
湯
鵬
挙
の
上
言
の
冒
頭
に
は
「
六
井
の
陰
竇
の
水
口
を
修
砌

し
、
斗
門
・
閘
板
を
増
置
し
、
水
勢
を
は
か
っ
て
〔
湖
水
を
取
り
入

れ
、
井
戸
へ
〕
送
る
〔
工
事
〕
は
已
に
緒
に
就
い
て
い
る
」
と
あ
り
、

こ
の
時
西
湖
の
湖
岸
に
設
け
ら
れ
た
、
六
井
を
は
じ
め
と
す
る
井
戸
の

取
水
口
に
対
す
る
整
備
工
事
も
実
施
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

「
修
砌
」
と
は
取
水
口
に
石
や
瓦
等
を
積
み
重
ね
、
堅
固
に
す
る
工
事

を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

上
述
し
た
如
く
紹
興
九
年
以
降
、
臨
安
の
人
口
の
増
大
に
伴
い
、
飲

料
水
を
調
達
す
る
た
め
、
廂
軍
を
設
置
し
て
の
西
湖
の
開
浚
、
菱
藕
等

の
栽
培
禁
止
、
井
戸
の
整
備
等
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ

ら
の
措
置
は
紹
興
年
間
以
降
も
継
続
し
て
行
わ
れ
て
い
る（
（6
（

。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
述
べ
た
こ
と
を
要
約
す
れ
ば
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
紹
興

二
年
正
月
に
高
宗
が
紹
興
府
か
ら
臨
安
へ
移
動
す
る
と
と
も
に
、
政
府

機
関
も
臨
安
へ
移
動
し
、
既
存
の
機
関
・
寺
院
や
そ
の
敷
地
を
利
用
し

て
、
便
宜
的
且
つ
倉
卒
の
間
に
建
設
さ
れ
た
。
そ
の
後
第
一
次
宋
金
和

議
が
成
立
し
、
臨
安
が
南
宋
の
事
実
上
の
都
と
な
る
こ
と
が
決
定
し
た

紹
興
八
年
末
頃
か
ら
、
政
府
機
関
の
本
格
的
な
整
備
（
改
修
・
移
築
・

新
設
）
が
始
ま
っ
た
と
見
ら
れ
る
。

　

治
安
制
度
を
取
り
上
げ
る
と
、
高
宗
が
臨
安
へ
移
動
し
た
時
、
治
安

の
悪
化
が
大
き
な
問
題
と
化
し
て
い
た
。
そ
こ
で
紹
興
二
年
正
月
に
禁

軍
兵
士
を
配
置
す
る
軍
巡
鋪
が
設
置
さ
れ
、
三
月
に
は
金
吾
街
杖
司
の

再
建
、
夜
間
外
出
・
通
行
禁
止
令
の
発
布
が
な
さ
れ
た
。
紹
興
十
一
年

以
降
に
な
る
と
、
人
口
の
増
大
に
伴
い
、
城
内
外
の
廂
が
整
備
さ
れ

た
。

　

防
火
・
消
火
制
度
に
目
を
向
け
る
な
ら
ば
、
高
宗
が
臨
安
へ
移
動
し

た
際
、
治
安
の
悪
化
と
と
も
に
火
災
の
頻
発
・
延
焼
も
問
題
化
し
て
い

た
。
そ
の
た
め
紹
興
二
年
～
三
年
に
か
け
て
、
防
火
・
消
火
制
度
が
整

備
さ
れ
た
。
具
体
的
に
は
軍
巡
鋪
の
兵
士
に
よ
る
火
災
の
監
視
、
建
物

を
瓦
葺
き
に
改
築
さ
せ
る
、
放
火
・
失
火
犯
に
対
す
る
罰
則
の
制
定
、

延
焼
を
防
ぐ
火
巷
・
空
閑
地
の
設
置
等
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
消
火
制
度

の
整
備
と
し
て
防
火
司
の
設
置
、
消
火
に
従
事
す
る
禁
軍
兵
士
に
対
す

る
取
り
締
ま
り
の
強
化
等
の
措
置
が
取
ら
れ
た
。

　

城
内
外
の
運
河
に
つ
い
て
は
、
高
宗
が
臨
安
へ
移
動
し
た
後
、
臨
安

へ
輸
送
さ
れ
て
く
る
物
資
が
増
大
し
た
た
め
、
紹
興
四
年
二
月
、
銭
塘

江
か
ら
保
安
水
門
に
つ
な
が
る
運
河
、
及
び
余
杭
水
門
内
外
一
帯
の
運
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河
に
対
し
、
大
規
模
な
浚
渫
工
事
が
施
さ
れ
た
。
運
河
の
浚
渫
は
、
臨

安
へ
輸
送
さ
れ
る
物
資
の
さ
ら
な
る
増
大
に
伴
い
、
紹
興
八
年
以
後
も

継
続
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。
飲
料
水
の
調
達
に
つ
い
て
は
紹
興
二
年
四

月
、
兵
士
に
よ
る
西
湖
の
湖
水
の
汚
染
を
抑
止
す
る
措
置
が
取
ら
れ

た
。
ま
た
人
口
が
増
大
し
、
飲
料
水
を
確
保
す
る
必
要
性
が
高
ま
っ
た

た
め
、
紹
興
九
年
以
降
、
廂
軍
を
用
い
た
西
湖
の
開
浚
、
菱
藕
等
の
栽

培
禁
止
措
置
や
井
戸
の
整
備
等
が
実
施
さ
れ
た
。

　

以
上
を
整
理
す
る
と
、
臨
安
の
建
設
・
整
備
は
、
ま
ず
高
宗
が
臨
安

へ
移
動
し
た
直
後
の
紹
興
二
年
正
月
～
四
年
に
か
け
て
盛
ん
に
行
わ
れ

た
。
即
ち
こ
の
時
、
政
府
機
関
が
仮
設
の
よ
う
な
形
で
は
あ
っ
た
が
建

設
さ
れ
た
。
そ
れ
と
と
も
に
治
安
の
悪
化
や
大
火
の
頻
発
を
放
置
で
き

な
か
っ
た
こ
と
、
人
口
や
輸
送
さ
れ
て
く
る
物
資
が
増
大
し
た
こ
と
か

ら
、
治
安
制
度
や
防
火
・
消
火
制
度
の
整
備
、
運
河
の
浚
渫
、
飲
料
水

調
達
の
整
備
が
実
施
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
以
上
の
う
ち
治
安
制
度
の
整

備
、
運
河
の
浚
渫
、
飲
料
水
調
達
の
整
備
は
、
人
口
や
輸
送
物
資
の
さ

ら
な
る
増
大
に
伴
い
、
第
一
次
宋
金
和
議
が
成
立
し
た
紹
興
八
年
以
降

も
継
続
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
第
一
次
宋
金
和
議
が
成
立
す
る

と
、
都
に
と
っ
て
不
可
欠
な
政
府
機
関
の
整
備
が
始
ま
っ
た
と
見
な
さ

れ
る
。
そ
し
て
第
二
次
宋
金
和
議
が
成
立
す
る
紹
興
十
一
年
以
降
、
都

で
あ
る
こ
と
を
象
徴
す
る
正
殿
や
祭
祀
施
設
が
建
設
・
整
備
さ
れ
た
。

臨
安
の
建
設
・
整
備
は
、
高
宗
の
移
動
及
び
宋
金
和
議
の
成
立
を
画
期

と
し
て
、
段
階
的
に
行
わ
れ
て
い
っ
た
と
言
え
よ
う
。
都
と
し
て
不
可

欠
な
部
分
、
都
で
あ
る
こ
と
を
象
徴
す
る
部
分
の
建
設
・
整
備
が
後
回

し
に
さ
れ
た
点
は
、
臨
安
の
特
徴
で
あ
る
。

　

な
お
臨
安
の
建
設
・
整
備
に
関
し
て
は
、
城
壁
や
城
門
等
に
関
す
る

検
討
も
必
要
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
取
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。
別
の
機
会
に
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

　

註
（
１
）　

拙
稿
「
南
宋
の
皇
帝
祭
祀
と
臨
安
」（『
東
洋
史
研
究
』
六
九
─
四
、
二
〇
一
一

年
）、「
南
宋
臨
安
に
お
け
る
宮
城
の
建
設
」（『
愛
媛
大
学
法
文
学
部
論
集
人
文
学

編
』
四
八
、
二
〇
二
〇
年
）。

（
２
）　

以
下
、
先
行
研
究
は
代
表
的
な
も
の
を
紹
介
す
る
。
斯
波
義
信
「
宋
都
杭
州

の
都
市
生
態
」（『
宋
代
江
南
経
済
史
の
研
究
』、
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
、

一
九
八
八
年
）、
朱
溢
「
南
宋
三
省
与
臨
安
的
城
市
空
間
」（『
復
旦
学
報
（
社
会
科

学
版
）』
二
〇
一
七
年
─
三
）
等
。
ま
た
林
正
秋
『
南
宋
都
城
臨
安
』（
西
泠
印
社
、

一
九
八
六
年
）
第
三
章
、
梅
原
郁
訳
注
『
夢
粱
録
』
二　

巻
九
（
平
凡
社
東
洋
文

庫
、
二
〇
〇
〇
年
）
等
に
も
、
臨
安
に
建
設
さ
れ
た
政
府
機
関
の
紹
介
が
な
さ
れ
て

い
る
。

（
３
）　

陳
鴻
彝
「
宋
代
城
市
的
治
安
管
理
」（『
江
蘇
公
安
専
科
学
校
学
報
』
一
九
九
八

年
─
五
）、
范
学
輝
『
宋
代
三
衙
管
軍
制
度
研
究
』
上
下
（
中
華
書
局
、
二
〇
一
五

年
）
の
他
、
同
右
林
著
書
第
七
章
、
徐
吉
軍
『
南
宋
都
城
臨
安
』（
杭
州
出
版
社
、

二
〇
〇
八
年
）
第
三
章
第
二
節
等
。

（
４
）　

木
良
八
洲
雄
「
南
宋
臨
安
府
に
お
け
る
大
火
と
火
政
」（『
人
文
論
究
』
四
〇
─

二
、
一
九
九
〇
年
）、
陳
欣
「
南
宋
都
城
防
火
問
題
研
究
」（『
長
春
師
範
大
学
学

報
』
二
〇
一
五
年
─
五
）
の
他
、
同
右
林
著
書
第
七
章
、
徐
著
書
第
三
章
第
三
節

等
。
な
お
政
府
機
関
の
建
設
・
整
備
、
治
安
制
度
や
防
火
・
消
火
制
度
の
整
備
に
つ

い
て
は
、
筆
者
も
か
つ
て
「
南
宋
の
国
都
臨
安
の
建
設
─
紹
興
年
間
を
中
心
と
し

て
─
」（『
宋
代
史
研
究
会
研
究
報
告
第
八
集　

宋
代
の
長
江
流
域
─
社
会
経
済



南
宋
臨
安
の
建
設
・
整
備

四
一

史
の
視
点
か
ら
─
』、
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
六
年
）
に
お
い
て
、
概
観
し
た
こ
と

が
あ
る
。

（
５
）　

佐
藤
武
敏「
唐
宋
時
代
都
市
に
お
け
る
飲
料
水
の
問
題
─
杭
州
を
中
心
に
─
」

（『
中
国
水
利
史
研
究
』
七
、
一
九
七
五
年
）、
西
岡
弘
晃
「
宋
代
国
都
の
都
市
水
利
」

（『
中
国
水
利
史
研
究
』
二
二
、
一
九
九
二
年
、
後
『
中
国
近
世
の
都
市
と
水
利
』、

中
国
書
店
、
二
〇
〇
四
年
に
再
録
）、
註
（
３
）
徐
著
書
第
四
章
第
二
節
等
。

（
６
）　

同
右
佐
藤
・
西
岡
論
文
、
徐
著
書
第
四
章
第
五
節
・
第
六
章
第
一
節
の
他
、
原
瑠

美
「
西
湖
開
濬
史
─
南
宋
臨
安
研
究
に
寄
せ
て
─
」（『
中
央
大
学
ア
ジ
ア
史
研

究
』
三
四
、
二
〇
一
〇
年
）
等
。

（
７
）　

以
上
、
高
宗
の
動
向
の
詳
細
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
南
宋
初
期
の
巡
幸
論
」（『
愛
媛

大
学
法
文
学
部
論
集
・
人
文
学
科
編
』
一
五
、
二
〇
〇
三
年
）、
三
八
～
六
〇
頁
を

参
照
さ
れ
た
い
。

（
８
）　
『
要
録
』
巻
二
〇
、
建
炎
三
年
（
一
一
二
九
）
二
月
壬
戌
条
、『
宋
会
要
』
方
域

二
─
五
「
行
在
所
」、
建
炎
三
年
二
月
十
三
日
条
等
。

（
９
）　
『
宋
会
要
』
方
域
二
─
一
一
～
一
二
「
行
在
所
」、
紹
興
二
年
（
一
一
三
二
）
正
月

二
十
三
日
条
、
方
域
四
─
一
七
「
官
廨
」、
紹
興
三
年
五
月
七
日
条
。

（
10
）　
『
要
録
』
巻
五
三
、
紹
興
二
年
四
月
甲
申
条
。

（
11
）　
『
咸
淳
臨
安
志
』
巻
四
「
行
在
所
録
・
朝
省
」。

（
12
）　
『
宋
会
要
』
食
貨
五
三
─
二
「
倉
部
」、
紹
興
二
年
八
月
五
日
条
、
食
貨
六
二
─

一
三
～
一
四
「
京
諸
倉
」、
紹
興
三
年
正
月
六
日
・
二
十
六
日
条
、
二
月
二
日
・
三

日
条
、
三
月
二
十
五
日
条
、
紹
興
四
年
四
月
六
日
条
、
紹
興
八
年
十
月
四
日
条
等
。

（
13
）　
『
宋
会
要
』
方
域
四
─
一
七
「
官
廨
」、
紹
興
三
年
三
月
一
日
条
。

（
14
）　
『
宋
会
要
』
方
域
四
─
一
七
～
一
八
「
官
廨
」、
紹
興
四
年
二
月
一
日
条
。

（
15
）　
『
宋
会
要
』
職
官
一
八
─
二
七
「
秘
書
省
」、
紹
興
十
三
年
十
二
月
十
二
日
条
、

『
咸
淳
臨
安
志
』
巻
七
「
行
在
所
録
・
秘
書
省
」。

（
16
）　
『
咸
淳
臨
安
志
』
巻
八
「
行
在
所
録
・
院
轄
・
諸
司
諸
軍
糧
料
院
」。

（
17
）　
『
咸
淳
臨
安
志
』
巻
八
「
行
在
所
録
・
院
轄
・
文
思
院
」。

（
18
）　

以
上
、
高
宗
の
動
向
の
詳
細
に
つ
い
て
は
註
（
７
）
拙
稿
、
六
一
～
六
五
頁
を
参

照
さ
れ
た
い
。

（
19
）　

政
府
機
関
の
移
動
及
び
「
行
宮
」
の
付
帯
に
つ
い
て
は
『
要
録
』
巻
一
〇
五
、
紹

興
六
年
九
月
庚
辰
・
癸
未
条
、
巻
一
一
一
、
紹
興
七
年
五
月
甲
申
条
、
巻
一
一
五
、

紹
興
七
年
十
月
丙
午
条
、『
宋
会
要
』
選
挙
二
三
─
一
五
「
尚
書
左
選
」、
紹
興
七
年

五
月
八
日
条
等
に
見
え
る
。

（
20
）　
『
要
録
』
巻
一
一
六
、
紹
興
七
年
十
月
戊
子
条
所
引
『
趙
鼎
事
実
』。

（
21
）　

高
宗
の
臨
安
帰
還
の
状
況
に
つ
い
て
も
、
詳
細
は
註
（
７
）
拙
稿
、
六
五
～
六
八

頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
22
）　

以
上
、
和
議
成
立
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
寺
地
遵
『
南
宋
初
期
政
治
史
研
究
』

（
渓
水
社
、
一
九
八
八
年
）
一
三
七
～
一
七
六
頁
、
二
〇
九
～
二
八
六
頁
に
よ
る
。

（
23
）　

以
上
は
『
要
録
』
巻
一
四
五
、
紹
興
十
二
年
四
月
甲
申
条
、
巻
一
四
八
、
紹
興

十
三
年
正
月
癸
卯
条
、『
宋
会
要
』
方
域
二
─
一
六
～
一
七
「
行
在
所
」、
紹
興
十
二

年
十
二
月
十
二
日
条
、
紹
興
十
三
年
正
月
十
五
日
条
、『
咸
淳
臨
安
志
』
巻
一
一

「
行
在
所
録
・
学
校
・
太
学
」
等
に
よ
る
。

（
24
）　
『
要
録
』
巻
一
四
四
、
紹
興
十
二
年
三
月
己
酉
条
、『
宋
会
要
』
職
官
三
六
─
四
四

「
主
管
往
来
国
信
所
」、
紹
興
十
二
年
三
月
十
六
日
条
。

（
25
）　
『
宋
会
要
』
職
官
二
〇
─
五
四
「
玉
牒
所
」、
紹
興
二
十
六
年
十
月
二
十
三
日
条
、

『
咸
淳
臨
安
志
』
巻
六
「
行
在
所
録
・
諸
寺
・
玉
牒
所
宗
正
寺
」。

（
26
）　

延
焼
を
防
ぐ
た
め
の
政
府
機
関
の
移
築
に
つ
い
て
は
、
大
宗
正
司
の
事
例
も
検
索

さ
れ
る
。『
宋
会
要
』
職
官
二
〇
─
二
七
～
二
八
「
大
宗
正
司
」、
紹
興
十
七
年
九
月

十
七
日
条
に
よ
れ
ば
、
宗
室
に
関
す
る
職
務
を
統
轄
す
る
大
宗
正
司
の
庁
舎
に
つ
い

て
、
知
大
宗
正
事
の
士
夽
が
大
略
「
現
在
の
庁
舎
は
狭
い
上
に
、
近
所
の
住
民
の
草

屋
と
隣
接
し
て
い
て
〔
防
火
の
点
で
〕
不
便
な
た
め
、
広
い
場
所
を
探
し
て
庁
舎
を

移
築
し
て
欲
し
い
。
も
し
移
築
先
が
見
つ
か
ら
な
け
れ
ば
臨
安
府
に
現
在
の
場
所
を

調
査
さ
せ
、
民
戸
が
隣
接
し
て
い
れ
ば
撤
去
し
て
〔
周
囲
を
〕
空
き
地
に
し
、
ま
た

庁
舎
の
中
で
草
葺
き
の
も
の
も
瓦
葺
き
に
改
築
し
て
、
延
焼
を
免
れ
る
よ
う
に
し
て

欲
し
い
」
と
上
言
し
た
と
こ
ろ
、
詔
が
下
り
、
臨
安
府
に
命
じ
て
措
置
さ
せ
た
と
い

う
。
も
っ
と
も
空
閑
地
へ
の
移
築
ま
た
は
現
在
地
で
の
改
修
い
ず
れ
が
実
施
さ
れ
た

の
か
に
つ
い
て
は
史
料
が
な
く
、
明
ら
か
に
な
ら
な
い
。

（
27
）　

景
霊
宮
・
太
乙
宮
の
建
設
時
期
や
場
所
は
『
咸
淳
臨
安
志
』
巻
三
「
行
在
所
録
・



四
二

郊
廟
・
景
霊
宮
」、
巻
一
三
「
行
在
所
録
・
宮
観
・
太
乙
宮
」、『
宋
会
要
輯
稿
補
編
』

「
景
霊
宮
」、
紹
興
十
三
年
八
月
二
日
条
、『
玉
海
』
巻
一
〇
〇
「
紹
興
太
一
宮
」
等

に
見
え
て
い
る
。

（
28
）　
『
要
録
』
巻
一
一
九
、
紹
興
八
年
四
月
庚
申
条
。

（
29
）　
『
要
録
』
巻
一
五
八
、
紹
興
十
八
年
九
月
丙
申
条
。

（
30
）　

豊
儲
倉
の
建
設
は
『
要
録
』
巻
一
七
二
、
紹
興
二
十
六
年
四
月
戊
戌
条
、『
建

炎
以
来
朝
野
雑
記
』
甲
集
巻
一
七
「
豊
儲
倉
」
等
に
見
え
る
。
な
お
豊
儲
倉
に

つ
い
て
は
劉
世
梁
「
南
宋
豊
儲
倉
研
究
」（『
重
慶
交
通
大
学
学
報
（
社
会
科
学

版
）』
二
〇
一
七
年
─
一
）、
楊
芳
『
南
宋
代
倉
廩
制
度
研
究
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、

二
〇
一
九
年
）
等
の
研
究
が
あ
り
、
著
者
も
「
南
宋
臨
安
の
倉
庫
」（『
愛
媛
大
学
法

文
学
部
論
集
人
文
学
科
編
』
三
五
、
二
〇
一
三
年
）
に
お
い
て
検
討
を
加
え
た
。

（
31
）　
『
宋
会
要
』
方
域
二
─
二
〇
「
行
在
所
」、
紹
興
二
十
七
年
九
月
十
八
日
・
十
月

二
十
二
日
条
。
な
お
政
府
機
関
は
北
か
ら
南
へ
御
街
に
沿
っ
て
丞
相
府
→
執
政
府
→

三
省
・
枢
密
院
→
六
部
の
順
で
並
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
32
）　

臨
安
に
駐
屯
す
る
就
糧
禁
軍
の
指
揮
に
つ
い
て
は
、『
咸
淳
臨
安
志
』
巻
五
七

「
武
備
・
兵
制
・
禁
軍
」
に
一
覧
が
あ
る
。

（
33
）　
『
要
録
』
巻
一
六
三
、
紹
興
二
十
二
年
十
月
己
卯
条
。

（
34
）　
『
宋
会
要
』
兵
三
─
一
〇
「
廂
巡
」、
乾
道
七
年
（
一
一
七
一
）
正
月
二
日
条
。

（
35
）　
『
宋
会
要
』
職
官
二
二
─
一
五
「
金
吾
街
杖
司
」、
紹
興
二
十
八
年
十
月
二
十
七
日

条
、
紹
煕
三
年
（
一
一
九
二
）
七
月
八
日
条
。

（
36
）　

久
保
田
和
男
「
宋
都
開
封
の
治
安
制
度
と
都
市
構
造
」（『
史
学
雑
誌
』
一
〇
四
─

七
、一
九
九
五
年
、
後
『
宋
代
開
封
の
研
究
』、
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
七
年
に
再
録
）、

著
書
の
一
四
〇
～
一
四
三
頁
。

（
37
）　

例
え
ば
『
夢
粱
録
』
巻
四
「
中
秋
」
に
「
中
秋
節
の
夜
、
大
通
り
の
商
売
が
五

鼓
（
鼓
は
更
と
同
じ
）
ま
で
行
わ
れ
、
月
を
め
で
て
歩
き
回
る
人
々
も
明
け
方
ま
で

絶
え
な
い
の
は
、〔
こ
の
夜
に
限
っ
て
〕
金
吾
街
杖
司
が
〔
商
売
や
人
々
の
通
行
を
〕

禁
止
し
な
い
か
ら
で
あ
る
」
と
あ
り
、
同
書
巻
一
三
「
天
暁
諸
人
出
市
」
に
は
「
御

街
と
市
西
坊
の
西
に
あ
る
麺
食
店
が
終
夜
営
業
を
す
る
の
は
、
金
吾
街
杖
司
の
兵
士

が
禁
止
し
な
い
か
ら
だ
」
と
あ
る
。
こ
れ
ら
の
記
事
か
ら
、
特
定
の
日
や
場
所
を
除

い
て
、
金
吾
街
杖
司
の
兵
士
が
夜
間
の
外
出
・
通
行
を
取
り
締
ま
っ
て
い
た
こ
と
が

知
ら
れ
よ
う
。

（
38
）　

臨
安
で
夜
間
の
外
出
・
通
行
が
禁
止
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
本
文
で
引
用
し
た

『
宋
会
要
』
や
『
夢
粱
録
』
所
載
史
料
の
他
、『
都
城
紀
勝
』「
市
井
」
に
「
売
買
や

関
撲
の
声
、
酒
楼
歌
館
の
ざ
わ
め
き
は
四
鼓
に
至
っ
て
静
か
に
な
る
が
、
五
鼓
に
な

る
と
入
朝
す
る
官
僚
が
乗
る
馬
の
蹄
の
音
が
響
き
、
早
市
に
赴
き
商
売
す
る
者
が
起

き
出
し
て
店
開
き
を
す
る
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
う
か
が
え
る
。
し
か
し
『
夢
粱

録
』・『
都
城
紀
勝
』
の
史
料
が
具
体
的
に
い
つ
頃
の
状
況
を
述
べ
て
い
る
の
か
定
か

で
な
い
等
、
問
題
は
多
い
。
詳
細
な
検
討
は
今
後
行
う
こ
と
に
し
た
い
。

（
39
）　

右
に
引
用
し
た
『
宋
会
要
』
兵
三
─
八
～
九
「
廂
巡
」、
紹
興
二
年
四
月
二
十
二

日
条
の
如
く
、
都
巡
検
二
名
＋
巡
検
六
名
と
す
れ
ば
八
名
と
な
り
、
何
故
七
名
な
の

か
は
疑
問
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

（
40
）　

城
内
に
お
け
る
廂
の
増
加
は
『
乾
道
臨
安
志
』
巻
二
「
在
城
八
廂
」、『
淳
祐
臨
安

志
』
巻
六
「
城
府
・
廂
隅
」、『
咸
淳
臨
安
志
』
巻
一
九
「
在
城
九
廂
」
を
通
観
す
る

こ
と
に
よ
り
明
ら
か
に
な
る
。

（
41
）　
『
咸
淳
臨
安
志
』
巻
一
九
「
城
南
北
左
右
廂
」。

（
42
）　

臨
安
に
お
け
る
火
災
の
発
生
状
況
は
、
註
（
4
）
掲
載
の
諸
研
究
に
お
い
て
検
討

さ
れ
て
い
る
。

（
43
）　
『
宋
会
要
』
瑞
異
二
─
三
五
～
三
六
「
火
災
」、
紹
興
三
年
十
一
月
二
十
二
日
条
、

同
書
刑
法
二
─
一
一
〇
「
禁
約
」、
紹
興
三
年
十
二
月
九
日
条
。

（
44
）　
『
宋
会
要
』
刑
法
二
─
一
〇
九
「
禁
約
」、
紹
興
二
年
三
月
四
日
条
、
同
書
瑞
異
二

─
三
五
～
三
六
「
火
災
」、
紹
興
三
年
十
一
月
二
十
二
日
条
。

（
45
）　
『
宋
会
要
』
瑞
異
二
─
三
五
～
三
六
「
火
災
」、
紹
興
三
年
十
一
月
二
十
二
日
条
。

（
46
）　

嘉
定
四
年
（
一
二
一
一
）
以
降
、「
隅
」
と
呼
ば
れ
る
望
楼
付
き
の
消
火
隊
詰
め

所
が
城
内
外
に
設
け
ら
れ
て
い
る
。
防
火
司
と
は
こ
の
隅
の
よ
う
な
機
関
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
隅
に
つ
い
て
は
『
咸
淳
臨
安
志
』
巻
五
七
「
武
備
・
防
虞
・
城
内

諸
隅
・
城
外
諸
隅
」
に
記
載
が
あ
り
、
城
内
に
十
四
ヶ
所
、
城
外
に
九
ヶ
所
設
け
ら

れ
、
う
ち
望
楼
の
あ
る
隅
は
城
内
六
ヶ
所
、
城
外
四
ヶ
所
、
所
属
す
る
消
火
隊
は
禁

軍
兵
士
か
ら
徴
発
さ
れ
、
定
員
は
六
十
一
人
～
百
二
人
で
あ
っ
た
。
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（
47
）　
『
宋
会
要
』
刑
法
二
─
一
〇
九
～
一
一
〇
「
禁
約
」、
紹
興
二
年
二
月
十
一
日
条
、

紹
興
三
年
十
二
月
十
七
日
条
。

（
48
）　

南
宋
時
代
後
半
、
新
た
に
策
定
さ
れ
た
防
火
・
消
火
制
度
に
つ
い
て
は
、
註
（
４
）

掲
載
の
諸
研
究
に
お
い
て
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
。

（
49
）　

臨
安
城
内
外
の
運
河
に
つ
い
て
は
註
（
５
）
掲
載
の
諸
研
究
の
他
、
註
（
２
）
訳

注
『
夢
粱
録
』
等
に
お
い
て
検
討
・
紹
介
が
な
さ
れ
て
い
る
。

（
50
）　

神
武
軍
は
、
建
炎
四
年
六
月
に
御
前
軍
が
改
編
さ
れ
て
成
立
し
た
。
神
武
右
軍

と
は
そ
の
中
の
一
部
隊
で
あ
り
、
張
俊
を
都
統
制
と
し
て
い
た
。
神
武
軍
・
神
武

右
軍
に
つ
い
て
は
、
小
岩
井
弘
光
「
南
宋
初
期
軍
制
に
つ
い
て
」（『
集
刊
東
洋
学
』

二
八
、一
九
七
二
年
、
後
『
宋
代
兵
制
史
の
研
究
』、
汲
古
書
院
、
一
九
九
八
年
に
再

録
）、
王
曽
瑜
『
宋
朝
兵
制
初
探
』
増
訂
本
（
中
華
書
局
、
二
〇
一
一
年
）
第
五
章

第
二
節
等
に
お
い
て
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
。

（
51
）　

以
上
、
工
事
の
経
緯
や
兵
士
の
動
員
数
等
は
、『
宋
会
要
』
方
域
一
七
─
一
九

「
水
利
」、
紹
興
三
年
十
一
月
五
日
条
、
紹
興
四
年
正
月
十
八
日
条
に
よ
る
。

（
52
）　
『
宋
会
要
』
方
域
一
七
─
二
一
～
二
二
「
水
利
」、
紹
興
四
年
三
月
五
日
条
。

（
53
）　
『
宋
会
要
』
方
域
一
七
─
二
一
「
水
利
」、
紹
興
四
年
二
月
二
十
七
日
条
、『
要
録
』

巻
七
二
、
紹
興
四
年
正
月
癸
酉
条
。

（
54
）　

臨
安
へ
の
漕
運
体
制
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
南
宋
臨
安
の
上
供
米
漕
運
体

制
の
成
立
」（『
愛
媛
大
学
法
文
学
部
論
集
人
文
学
編
』
四
四
、
二
〇
一
八
年
）
を
参

照
さ
れ
た
い
。

（
55
）　
『
要
録
』
巻
一
五
五
、
紹
興
十
六
年
五
月
壬
申
条
、
巻
一
六
二
、
紹
興
二
十
一

年
八
月
戊
子
条
、『
宋
会
要
』
食
貨
八
─
一
～
二
「
水
利
」、
紹
興
三
十
二
年
二
月

二
十
七
日
条
。
紹
興
年
間
以
降
に
行
わ
れ
た
運
河
の
浚
渫
工
事
つ
い
て
は
、註
（
５
）

掲
載
の
諸
研
究
に
お
い
て
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
、
参
照
さ
れ
た
い
。

（
56
）　
『
宋
会
要
』
方
域
一
七
─
一
八
～
一
九
「
水
利
」、
紹
興
二
年
四
月
十
六
日
条
。

（
57
）　
『
宋
史
』
巻
九
七
「
河
渠
志
・
東
南
諸
水
」
に
よ
り
補
う
。

（
58
）　

崇
節
指
揮
は
『
宋
史
』
巻
一
八
九
兵
志
三
「
廂
兵
」、『
咸
淳
臨
安
志
』
巻
五
七

「
武
備
・
兵
制
・
廂
軍
」
等
に
見
え
る
。
臨
安
に
は
第
一
～
第
六
指
揮
、
定
員
計

二
千
六
百
人
が
駐
屯
し
て
い
た
。

（
59
）　

六
井
は
『
咸
淳
臨
安
志
』
巻
三
三
「
山
川
十
二
・
湖
・
六
井
」
に
所
在
地
が
記
さ

れ
て
お
り
、
註
（
６
）
掲
載
の
諸
研
究
に
お
い
て
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
。

（
60
）　
「
租
課
官
銭
」
は
、『
宋
会
要
』
が
載
せ
る
湯
鵬
挙
の
上
言
に
は
「
租
銭
」
と
記
さ

れ
る
他
、『
夢
粱
録
』
巻
一
二
「
西
湖
」
で
は
「
租
官
銭
」、
下
記
の
『
咸
淳
臨
安

志
』
で
は
単
に
「
租
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
梅
原
郁
氏
が
指
摘
さ
れ
る
如
く
（
註

（
２
）
訳
注
『
夢
粱
録
』
二　

巻
一
二
「
西
湖
」、
二
二
二
頁
）、
住
民
が
湖
面
を
占

有
し
、
葑
田
を
つ
く
っ
て
菱
藕
等
を
栽
培
す
る
際
、
官
に
納
め
る
湖
面
の
借
用
料

の
如
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
借
用
料
を
め
ぐ
っ
て
、『
咸
淳
臨
安
志
』
巻
三
三
「
山
川

十
二
・
湖
・
六
井
」
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。
即
ち
咸
淳
年
間
（
一
二
六
五

～
七
四
）、
豊
楽
楼
（
湧
金
門
外
）・
玉
蓮
堂
（
銭
塘
門
外
）
の
取
水
口
側
ら
に
荷
芡

が
植
え
ら
れ
、〔
肥
料
に
よ
っ
て
〕
湖
水
が
汚
染
さ
れ
て
い
た
。
荷
芡
を
栽
培
し
て

い
た
者
は
官
に
租
を
納
め
、
官
も
租
の
納
入
を
利
と
し
て
い
た
た
め
、
知
臨
安
府
の

潜
説
友
は
旧
弊
が
引
き
継
が
れ
て
い
る
と
し
て
〔
租
の
納
入
を
や
め
さ
せ
、
租
の
〕

台
帳
を
破
棄
し
た
上
で
、
廂
軍
に
荷
芡
を
伐
採
さ
せ
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
南
宋

末
に
至
っ
て
も
、
官
に
金
銭
を
納
め
、
蓮
等
を
栽
培
す
る
者
は
跡
を
絶
た
な
か
っ
た

こ
と
が
知
ら
れ
る
。

（
61
）　

紹
興
年
間
以
降
に
飲
料
水
を
調
達
す
る
た
め
取
ら
れ
た
措
置
に
つ
い
て
は
、
註

（
６
）
掲
載
の
諸
研
究
に
お
い
て
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。



四
四

図１　南宋臨安略図（紹興年間末）
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